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市章が決まったよ！

　わかあゆ保育園（馬瀬名丸）
では、きりん組の園児たちが、
市章に決定した田中さんの作品
を見ながら、市章を描きました。
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　市章に決まった田中博士さん（豊橋市）の作品は、下呂市の「Ｇ」をイメージ。

グリーンは森を、ブルーは清流を、オレンジは人と街と温泉を表しています。　

　オレンジから広がる形は、健康と交流のまち下呂市をイメージしています。

選考委員会福井正郎委員長、阿部いづみ
副委員長、山田市長、野村議長が除幕

　　　思い思いに市章を描く園児たち６月 21 日、市章公募授賞式で山田
市長から賞を受ける田中さん（右）
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市章デザイン決定

教
育
委
員
選
任

　

６
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２

回
臨
時
議
会
で
下
呂
市
教
育
委
員

に
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
、

同
日
付
け
で
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

下
呂
市
職
員
人
事
異
動

（
敬
称
略
）

５
月
31
日
付
け
退
任

下
呂
市
参
与

　

大
前　

勝（
旧
萩
原
町
教
育
長
）

　

中
島
俊
行（
旧
小
坂
町
助
役
）

　

河
原
良
昭（
旧
下
呂
町
助
役
）                      

　

田
口
紀
子（
旧
下
呂
町
収
入
役
）

　

佐
伯
富
之（
旧
金
山
町
収
入
役
）

６
月
１
日
付
け
職
員
異
動

◆
企
画
部
長
兼
情
報
課
長

　

田
口
福
男
（
企
画
部
長
）

◆
総
務
部
財
政
課
長

　

兼
山
太
衛（
企
画
部
情
報
課
長
）

　
　
　
　

※
（　

）
内
は
旧
役
職

教育委員

住　　英明
（64歳・小坂町小坂町）

下呂市の市章が決定しました
　

「
ふ
る
さ
と
を
感
じ
る
森
と
清

流
、
人
と
ま
ち
が
響
き
あ
う　

健
康
と
交
流
の
ま
ち
」
を
目
指

す
下
呂
市
の
市
章
が
決
定
し
ま

し
た
。

　　

市
章
の
デ
ザ
イ
ン
募
集
に
は
、

今
年
３
月
31
日
ま
で
に
日
本
全

国
か
ら
８
２
６
点
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

作
品
の
選
定
は
、
美
術
の
学

識
経
験
者
10
人
で
構
成
す
る
市

章
選
定
委
員
会
で
行
わ
れ
、
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
広
く
ご
意

見
を
い
た
だ
く
た
め
、
採
用
候

補
３
作
品
を
選
出
し
ま
し
た
。

５
月
に
実
施
し
た
市
章
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
は
下
記
の
と
お
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
６
月

10
日
に
市
章
選
定
委
員
会
を
開

き
、
田
中
博
士
さ
ん
（
愛
知
県

豊
橋
市
）
の
作
品
が
最
優
秀
作

品
と
し
て
、
市
章
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　　

市
章
デ
ザ
イ
ン
募
集
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
に
た
く
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。　

市章選定経過

平成 16 年
　１月・益田郡合併協議会で市章デザイン募集要領

および選考方法を確定

　２月 16 日～３月 31 日　
　　　・市章デザイン公募
　　　・市章デザイン応募総数　826 作品

　４月８日
第１回市章選定委員会

　　　・募集要領のデザイン条件を基準に、委員全
員で協議しながら 54作品を選出

　４月 15 日
　　　第２回市章選定委員会
　　　・第１回市章選定委員会で選出された 54 点に

ついて絞り込みを行い、アンケートで市民か
ら意見を聞く候補作品３点を選出

　５月 1日～ 21 日
　　　・市章アンケートを実施

　６月 10 日
　　　第３回市章選定委員会
　　　・市章アンケート結果を参考に市章採用作品

を選定、選定委員会委員長が市長に結果報告

市民アンケートの投票結果

　《有効票》１，９５８票　　《無効票》８票

　市章採用候補作品

　作品番号①　　８８５票（４５％）

　　　　　　　　　愛知県豊橋市

　　　　　　　　　田中博士さん (48 歳 ) の作品

　作品番号③　　５７８票（３０％）

　　下呂市幸田

　　戸谷明美さん (33 歳 ) の作品

　作品番号②　　４９５票（２５％）

　　下呂市幸田

　　戸谷智宏さん (28 歳 ) の作品
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表彰おめでとう

瑞
宝
双
光
章

　
　

（
防
衛
功
労
）

　

細
江　

忠
夫
さ
ん

（
61
歳
・
萩
原
町
羽
根
）

　

元
２
等
海
尉
の
細
江
忠
夫
さ

ん
が
「
第
２
回
危
険
業
務
従
事

者
叙
勲
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
28
日
に
市
長
室
を
訪
れ

た
細
江
さ
ん
は
「
自
衛
隊
で
の

永
年
勤
続
を
評
価
し
て
い
た
だ

き
、
こ
の
よ
う
な
栄
誉
あ
る
章

を
い
た
だ
き
感
無
量
で
す
。
こ

う
し
て
私
が
受
章
で
き
た
の
は
、

先
輩
や
後
輩
を
は
じ
め
、
い
ろ

い
ろ
な
方
と
の
出
会
い
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
受
章
の
喜
び
を
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

山
田
市
長
か
ら
は
「
長
年
の

苦
労
が
報
わ
れ
て
の
受
章
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

叙
勲
を
受
け
ら
れ
た

こ
と
は
大
変
名
誉
な

こ
と
で
す
。
こ
の
勲

章
は
細
江
さ
ん
の
家

宝
に
な
り
ま
す
ね
」

と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

　

細
江
さ
ん
は
、
昭

和
36
年
９
月
に
海
上

自
衛
隊
に
入
隊
さ
れ
、

航
空
機
整
備
に
従
事
。

昭
和
56
年
か
ら
定
年

退
官
さ
れ
る
平
成
９

年
ま
で
は
、
学
校
教

官
と
し
て
後
輩
の
指

導
・
育
成
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

受章の喜びを市長に報告された細江忠夫さん（右）

地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力

　

岐
阜
県
の
本
年
度
各
界
功
労
者

表
彰
式
が
５
月
19
日
、
県
民
文
化

ホ
ー
ル
未
来
会
館
（
岐
阜
市
学
園

町
）
で
行
わ
れ
、
下
呂
市
で
は
、

市
町
村
行
政
功
労
で
２
名
の
方
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

森　

藤
八
郎
さ
ん
（
小
坂
町
長
瀬
）

　

旧
小
坂
町
議
会
議
員
と
し
て
、

昭
和
54
年
か
ら
平
成
15
年
ま
で
の

長
き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に

は
議
長
、
副
議
長
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。

熊
﨑　

勝
壽
さ
ん
（
宮
地
）

　

旧
下
呂
町
議
会
議
員
と
し
て
、

平
成
３
年
か
ら
平
成
15
年
ま
で
の

長
き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に

は
議
長
、
副
議
長
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。

美
し
い
ア
イ
デ
ア
花
壇

　

小
中
学
校
の
花
壇
の
美
し
さ
を

競
う
学
校
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
『
フ

ラ
ワ
ー
・
ブ
ラ
ボ
ー
・
コ
ン
ク
ー

ル
（
Ｆ
Ｂ
Ｃ
）』
の
春
花
壇
で
、

中
切
小
学
校
（
馬
瀬
中
切
）
が
県

知
事
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
昨
年
、
一
昨
年
と
連

続
し
て
春
花
壇
で
大
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
毎
年
上
位
入
賞
を
果
た
し

て
お
り
、
今
年
も
６
年
生
を
中
心

に
全
校
児
童
が
一
生
懸
命
世
話
を

し
、見
事
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

花
壇
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
馬

瀬
川
の
上
空
に
浮
か
ぶ
気
球
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
６
年
生
の
中
谷
淳
平

君
の
「
気
球
に
乗
っ
て
」
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

長
年
の
人
権
活
動
で
感
謝
状

　

５
月
18
日
、
下
呂
市
役
所
金

山
振
興
事
務
所
で
、
人
権
擁
護

委
員
を
退
任
さ
れ
た
加
藤
三
千
子

さ
ん
（
金
山
町
岩
瀬
）
に
、
法
務

大
臣
か
ら
の
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
加
藤
さ
ん
は
、
平
成
10

年
５
月
に
人
権
擁
護
委
員
に
新
任

さ
れ
、
各
種
相
談
を
受
け
る
と
と

も
に
、
園
児
を
対
象
と
し
た
紙
芝

居
を
作
成
し
、
各
保
育
園
で
人
権

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

て
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
大
変
親

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

岐
阜
法
務
局
高
山
支
局
長
の
原

田
昭
男
さ
ん
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら

れ
た
加
藤
さ
ん
は
「
人
権
は
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
と
し
て
と
て

も
大
切
な
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
活

動
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
頂
き
た

い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

花壇を囲む中切小６年生と教職員

感謝状を受け取る加藤さん（左）

●
東
海
総
合
通
信
局
長
表
彰

　

《
情
報
通
信
月
間
関
係
》

　
　

下
呂
市
（
旧
金
山
町
）

●
平
成
15
年
度
岐
阜
県
広
報

コ
ン
ク
ー
ル

　

《
写
真
部
門
・
組
写
真
特
選
》

　
　

広
報
お
さ
か（
旧
小
坂
町
）
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夏のイベントカレンダー

2004

夏
の
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
�

馬瀬川花火大会

◇８月 28 日（土）
　　午後８時～９時
◇馬瀬中切地内

　見る者を圧倒するごう音と
夜空を焦がす大輪。飛騨最大
の尺玉花火が、夏のフィナー
レを盛大に飾ります。

飛騨金山花火大会＆大盆踊り大会

◇８月 13 日（金）
　　午後８時～
◇金山橋周辺市街地

　四方を山で囲まれた中で打ち上げられ
る花火。13 基のスターマインをはじめ、
迫力ある花火が金山の夜を彩ります。

第 34 回ふるさと萩原夏まつり

◇８月７日（土）午後７時～
七夕装飾コンクールと綱引き大会（萩原街区）
　美しい七夕飾りの下、ユーモラスな仮装
をした選手たちによる綱引きは一見の価値
あり！

◇８月８日（日）午後６時～
干支みこし・御前太鼓・バサラ踊り（萩原街区）
　南中太鼓の演奏で始まり、恒例のみこし
行列の後は、メイン会場（一番街駐車場）
で手筒花火とせんご投げ

4 4 4 4 4

を行います。（萩原
郵便局前でのせんご投げ

4 4 4 4 4

はありません）

飛騨小坂力持小太郎火まつり

◇８月 14 日（土）
　　午後６時 30 分～
◇小坂振興事務所周辺

　裸若衆による仁王やぐら
4 4 4

が練り歩き、
押
お し み ず

水町の花火が打ち上げられます。

下呂温泉まつり（８/７～９）

◇８月７日（土）
●子どもみこし
　　　（午前７時 30分～ / 下呂温泉街）
●龍神火まつり
　　　（午後７時 30分～ / 白鷺橋）

◇８月８日（日）
●ファンキーゲロッパダンス
　　　（正午～ / 幸田河川広場）
●芸妓みこし（みこしパレード）
　　　（午後６時 30分～ / 下呂温泉街）
●民踊ながし
　　　（午後７時 15分～ / 下呂温泉街）
●下呂おどり（午後７時 30分～ / 白鷺橋）

◇８月９日（月）
●温泉感謝祭（午後３時～/温泉寺～温泉神社）
●下呂おどり（午後９時～ / 白鷺橋）
●下呂温泉花火ミュージカル夏公演
　　　（午後８時～ / 下呂大橋上流）

見物人も思わず力が入る「綱引き大会」

街を練り歩く「仁王やぐら」

５頭の龍が勇壮に舞う「龍神火まつり」

踊りの輪が夜遅くまで続く「大盆踊り大会」 大輪が夜空を彩る「馬瀬川花火大会」
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夏のイベントカレンダー

７
月
18
日
（
日
）

馬
瀬
川
下
流
ジ
�
ン
ボ
ア
ユ
釣
り
大
会

◇
受
付
場
所　

馬
瀬
川
下
流
漁
業
会
館

◇
受
付
時
間　

午
前
５
時
〜
８
時

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

金
山
観
光
商
工
分

室
（

32
‐
２
２
０
１
）

７
月
24
日
（
土
）

下
呂
市
民
ア
ユ
釣
り
大
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

萩
原
観
光
商
工
分

室
（

52
‐
２
０
０
０
）

７
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）

レ
デ
�
�
ス
フ
�
�
シ
ン
グ
ス
ク
�
ル
in
馬
瀬

◇
場
所　

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
水
辺
の
館
」

◇
定
員　

20
人

◇
募
集
期
限　

７
月
15
日
（
木
）　

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
「
水
辺
の
館
」（


47
‐
２
８
４
１
）

７
月
31
日
（
土
）

歌
塚
ま
つ
り
東
西
歌
合
戦

◇
場
所　

白
鷺
橋

◇
時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

下
呂
温
泉
観
光
協

会
（

24
‐
１
０
０
０
）

８
月
１
日
（
日
）

弓
掛
川
チ
ビ
�
子
魚
つ
り
大
会

◇
場
所　

飛
騨
金
山
の
森
管
理
棟
周
辺

◇
時
間　

午
前
８
時
〜
11
時

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

金
山
観
光
商
工
分

室
（

32
‐
２
２
０
１
）

８
月
８
日
（
日
）

巌
立
峡
ネ
イ
チ
�
�
ウ
�
�
キ
ン
グ

　
　

〝
夏
の
植
物
観
察
〞

◇
場
所　

ひ
め
し
ゃ
が
の
湯
前
か
ら
出
発

◇
時
間　

午
後
１
時
〜

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

「
飛
騨
小
坂

フ
ォ
レ
ス
ト
ガ
イ
ド
」
代
表
・
春
日
井
敏

之
（

62
‐
２
５
７
３
）

８
月
13
日
（
金
）

横
谷
峡
滝
ま
つ
り

◇
場
所　

横
谷
峡
白
滝
（
金
山
町
）

◇
時
間　

午
前
11
時
30
分
〜

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

金
山
観
光
商
工
分

室
（

32
‐
２
２
０
１
）

８
月
13
日
（
金
）
〜
17
日
（
火
）

巌
立
峡
ラ
イ
ト
ア
�
プ

◇
場
所　

が
ん
だ
て
公
園

◇
時
間　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

巌
立
峡
ひ
め
し
ゃ

が
の
湯
（

62
‐
３
４
３
４
）

８
月
15
日
（
日
）

第
16
回
山
之
口
川
清
流
大
漁
ま
つ
り

◇
場
所　

山
之
口
川
清
流
広
場（
位
山
自
然
の
家
下
）

◇
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

益
田
川
漁
業
協
同

組
合
（

52
‐
１
０
３
５
）

８
月
20
日
（
金
）

濁
河
温
泉
夏
ま
つ
り

◇
場
所　

濁
河
温
泉

◇
時
間　

午
後
７
時
〜

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

小
坂
観
光
商
工
分

室
（

62
‐
３
１
１
１
）

８
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）

星
空
コ
ン
サ
�
ト
と
夏
休
み
の
１
作
品
作
り

◇
場
所　

御
嶽
少
年
自
然
の
家

◇
対
象　

小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と
家
族

◇
申
込
期
間　

７
月
12
日
〜
８
月
13
日

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

御
嶽
少
年

自
然
の
家
（

62
‐
３
６
５
５
）

７
月
１
日
〜
８
月
31
日
の
土
・
日
・
祝
日

馬
瀬
川
ア
ユ
友
釣
り
教
室

◇
場
所　

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
水
辺
の
館
」

◇
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
「
水
辺
の
館
」（


47
‐
２
８
４
１
）

７
月
11
日
（
日
）

巌
立
峡
ネ
イ
チ
�
�
ウ
�
�
キ
ン
グ

　
　
　

〝
緑
の
森
と
滝
を
楽
し
も
う
〞

◇
場
所　

ひ
め
し
ゃ
が
の
湯
前
か
ら
出
発

◇
時
間　

午
後
１
時
〜

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

「
飛
騨
小
坂

フ
ォ
レ
ス
ト
ガ
イ
ド
」
代
表
・
春
日
井
敏

之
（

62
‐
２
５
７
３
）

７
月
17
日
（
土
）・
24
日
（
土
）
31
日

（
土
）、
８
月
14
日
（
土
）・
21
日
（
土
）

下
呂
温
泉
い
で
ゆ
夜
市

◇
場
所　

白
鷺
橋
周
辺

◇
時
間　

午
後
７
時
〜
10
時

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

下
呂
温
泉
観
光
協

会
（

24
‐
１
０
０
０
）

７
月
17
日
（
土
）
〜
８
月
22
日
（
日
）

下
呂
温
泉
合
掌
村
�
ふ
る
さ
と
の
夏
ま
つ
り
�

◇
場
所　

下
呂
温
泉
合
掌
村

◇
時
間　

午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

下
呂
温
泉
合
掌
村

（

25
‐
２
２
３
９
）

７
月
17
日
（
土
）
〜
８
月
31
日
（
火
）

道
の
駅
ま
ぜ
ま
ぜ
朝
市

◇
場
所　

道
の
駅
美
輝
の
里
「
さ
ん
ま
ぜ
工
房
」

◇
時
間　

午
前
９
時
〜

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

さ
ん
ま
ぜ
工
房
（


47
‐
２
１
３
３
）

下
呂
温
泉
合
掌
村

「
ふ
る
さ
と
の
夏
ま
つ
り
」

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

７
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

地
酒
サ
ー
ビ
ス
、
紅
白
も
ち
投
げ
な
ど

◆
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に
挑
戦

７
月
18
日
（
日
）、
８
月
１
日
（
日
）・
22

日
（
日
）

◆
ち
び
っ
こ
魚
つ
か
み
と
炭
火
焼

７
月
19
日
（
月
）、
８
月
７
日
（
土
）・
21

日
（
土
）

◆
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
挑
戦

７
月
20
日
（
火
）・
21
日
（
水
）・
22
日
（
木
）

◆
親
子
で
わ
ら
細
工
に
挑
戦

７
月
23
日
（
金
）、
８
月
10
日
（
火
）・
19

日
（
木
）

◆
押
し
花
ハ
ガ
キ
体
験
教
室

７
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）、
８
月
８

日
（
日
）

◆
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
挑
戦

７
月
26
日
（
月
）・
27
日
（
火
）・
28
日
（
水
）

◆
木
工
教
室

７
月
29
日
（
木
）・
30
日
（
金
）・
31
日
（
土
）

◆
手
づ
く
り
紙
ヒ
コ
ー
キ
大
会

８
月
２
日
（
月
）

◆
折
り
紙
体
験
教
室

８
月
３
日
（
火
）・
４
日
（
水
）

◆
輪
投
げ
に
挑
戦

８
月
５
日
（
木
）・
６
日
（
金
）

◆
親
子
で
竹
細
工
に
挑
戦

８
月
９
日
（
月
）・
20
日
（
金
）

◆
だ
る
ま
落
と
し
に
挑
戦

８
月
11
日
（
水
）・
12
日
（
木
）・
13
日
（
金
）

◆
餅
つ
き
体
験
・
餅
サ
ー
ビ
ス

８
月
14
日
（
土
）・
15
日
（
日
）

◆
シ
ャ
ッ
フ
ル
ゴ
ル
フ
に
挑
戦

８
月
16
日
（
月
）・
17
日
（
火
）・
18
日
（
水
）
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介護保険のお知らせ

16 年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

年金天引きの方

（特別徴収）

仮算定
４月・６月・８月の年金からは、２月に天引きさ

れた保険料と同じ金額を、引き続き天引きしてい

ます。

本算定
１6年度住民税をもとに再計算し、増減調整後の

金額を10月・12月・２月の年金から天引きします。

納付書や口座振替

でお支払いの方

（普通徴収）

仮算定
１5年度住民税をもとに

仮算定しています。

本算定
１6年度住民税をもとに再計算し、７月から３月分の保険料で増減調整し

ます。

介護保険を運 営する財源

利用者負担

10％

保険料　50％ 公費（税金）　50％

18％ 32％ 12.5％ 12.5％ 25％

65 歳以上の

人の保険料

40歳以上 65 歳未満の

人の保険料

下呂市の

負担金

岐阜県の

負担金
国の負担金

保険料段階 対　象　者 年額保険料

第１段階

・生活保護の受給者

・老齢福祉年金の受給者であって、本人および世帯全員が市民税

非課税の方

14,640 円

第２段階 ・本人および世帯全員が市民税非課税の方 21,960 円

第３段階 ・本人が市民税非課税で、世帯内に市民税課税者がいる場合 29,280 円

第４段階 ・本人が市民税課税で合計所得金額が 200 万円未満の方 36,600 円

第５段階 ・本人が市民税課税で合計所得金額が 200 万円以上の方 43,920 円

★第１号被保険者（65歳以上の方）の平成 16年度介護保険料をお知らせします

　７月は介護保険料の本算定（年間保険料の計算）を行う時期です。４月～６月までの介護保険料は、15 年
度住民税をもとに仮計算でお知らせしていましたが、16 年度の住民税が確定したことにより再計算します。
なお、介護保険料決定（変更）通知書については、年間保険料に変更がない場合でも、65 歳以上の方みなさ
んにお送りします。発送は７月中旬ころの予定です。

★保険料のスケジュール

※老齢・退職（基礎）年金が年額 18万円以上の方は特別徴収、18万円未満の方は普通徴収となります。また、
年金額が年額 18 万円以上であっても、年度途中で 65 歳に到達された方や転入された方は、翌年の９月まで
は普通徴収となります。

★平成 16年度の市民税の状況によって、介護保険料（年額）は次のようになります

※年度の途中で 65 歳になられたり、転入された方の場合、月割りで保険料を計算します。

★保険料は大切な財源です

　介護保険の運営に必要な費用のうち、利用者負担の 10％を除くと、半分を公費（国・岐阜県・下呂市の負担金）
で、残りの半分を加入者（40歳以上）の保険料でまかないます。

　みなさんが納める保険料は、介護保険を運営していくための大切な財源です。
　もし、保険料を納めないでいると、滞納期間に応じて保険給付が制限される場合があります。
　介護が必要になった時のため、そして介護保険制度の健全な運営のために保険料の納付にご協力をお願いい
　たします。
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介護保険のお知らせ

要介護状態区分 心身の状態（例）

要支援
・日常生活の能力は基本的にはあるが、入浴
などに一部介助が必要

要介護１
・立ち上がりや歩行が不安定
・排せつ、入浴などに一部介助が必要

要介護２
・立ち上がりや歩行などが自力では困難
・排せつ、入浴などで一部または全体の介助
が必要

要介護３
・立ち上がりや歩行などが自力ではできない
・排せつ、入浴、衣服の着脱などで全体の介
助が必要

要介護４
・排せつ、入浴、衣服の着脱など日常生活に
全面的介助が必要

要介護５
・意思の伝達が困難
・生活全般について全面的介助が必要

非該当（自立）
介護保険によるサービスは受けられません
が、生活支援事業など、市が行う保健、福祉
サービスの利用を検討してみましょう

もっと知ろうよ！介護保険のこと
◆介護保険に関するお問い合わせ先
　健康福祉環境部健康課・介護保険係（53-0153）★介護保険はみんなで支え合う制度です

★介護保険のサービスを受けるためには、まず申請をしてください

　「寝たきりや痴呆で介護が必要になったらどうしよう」誰もがこんな不安を
持っています。今、日本では高齢化が進む一方、高齢者を支えてくれる若い人
たちの数が減るなど、家族だけで介護をすることが難しくなっています。
　介護を必要とする人が住み慣れた地域で安心して生活がおくれるよう、介護
を社会全体で支えていく仕組みが『介護保険制度』です。

　サービスを利用するためには、介護が必要であると認定されることが必要です。
市の窓口に申請すると、調査・審査を経て、必要な介護の度合い（要介護状態区分）
が決まります。
　申請から認定の通知までは 30日以内となっています。

①申請書の提出
　市の窓口に、介護保険の保険証を添えて、要
介護認定の申請書を提出します。

②訪問調査
　市の担当者や介護支援専門員が訪問し、心身
の状態に関する項目と医療に関することについ
て、本人と家族への聞き取り調査を行い、全国
共通の調査表に記入します。

③医師の意見書
　主治医（主治医がいない場合は市の指定医）が、
傷病や心身の状態を記載します。

④一次判定
　②の訪問調査の結果をコンピュータ処理し、
要介護度が判定されます。

⑤二次判定
　一次判定結果と訪問調査の特記事項、医師の
意見書をもとに、保健、医療、福祉の専門家で
構成する介護認定審査会が審査し、要介護度が
最終的に判定されます。

⑥判定結果の通知
　原則として 30 日以内に、市から認定結果通知
書と、結果が記載された保険証が届きます。

⑦介護サービス計画を作成します
　要支援・要介護と認定された方は、要介護状態区分によって決め
られている支給限度額内であれば、かかった費用の１割を支払って
サービスを利用できます。どんなサービスをどれくらい利用するか
という「介護サービス計画（ケアプラン）」を介護支援専門員に相談
しながら作ります。

⑧サービスを利用
　介護サービス計画（ケア
プラン）に基づきサービス
を利用します。利用者は利
用したサービスの１割を負
担します。

◆萩原振興事務所　健康福祉分室（52-1230）
　萩原町萩原 1166-8　星雲会館内

◆小坂振興事務所　健康福祉課（62-2940）
　小坂町大島 1807　健康ふれあいセンター内

◆下呂振興事務所　健康福祉課（25-2680）
　森 810-10　下呂市民会館内

◆金山在宅介護支援センター（32-3500）
　金山町金山 973-7　かなやまサニーランド内

◆馬瀬振興事務所　健康福祉課（47-2111）
　馬瀬名丸 1111　馬瀬健康管理センター内

【申請受付場所】
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下呂市ニュース

　

水回りを無料で点検

山開き安全祈願祭＆白草登山

女子ホッケー寺園選手を激励！
　下呂市体育協会の今村英三会長が６月12日、ア
テネ五輪女子ホッケー日本代表チームの合宿先
（県グリーンスタジアム・各務原市）を訪れ、下
呂市ゆかりの選手、ゴールキーパーの寺園理恵選
手を激励しました。
　昨年亡くなられた寺園さんの母親が萩原町山之
口出身で、幼いころから家族とともによく訪れ、
リフレッシュできた憩いの場所でもありました。
　今村会長は「ケガに気をつけて、よい試合をし
てきてください」と激励。寺園さんは「キーパー
として無失点を目指します。下呂の皆さんも応援
お願いします。下呂へ行くのを楽しみにがんばり
ます」と笑顔で話しました。
　日本ホッケー協会では、女子ホッケーオリンピ
ック応援募金を実施しています。
U F J 銀 行　渋谷支店　普 4993964
東京三菱銀行　渋谷支店　普 3472213
みずほ銀行　渋谷支店　普 8153845
【口座名義】（共通）
女子ホッケーオリンピック応援募金（ジョシホッ
ケーオリンピックオウエンボキン）
《郵便局》00110 － 3 － 44975
社団法人　日本ホッケー協会
※通信欄に「女子ホッケーオリンピック応援募金」
とご記入ください。

　本格的なアウトドアシーズンを迎えて、登山者
が安全に楽しく山歩きができるようにと5月23日、
乗政で八つの山歩きコースの「山開き安全祈願祭」
が行われ、同日に開催された「第 23 回下呂温泉登
山」の参加者も加わり、登山の安全を祈願しました。
　祈願祭の後、最年少 5歳から最年長 77 歳までの
参加者 95 人は、白草山頂上目指して出発。新緑の
中を小鳥のさえずりを聞きながら、ゆったりとし
たペースで２時間ほどかけて山頂に到着し、記念
写真を撮ったり、朴葉寿司やおにぎりを味わった
りして初夏の一日を満喫しました。
　最年長で山開きのテープカットも行った田口金
次郎さん（森 ) は「去年はじめて参加して頂上の
景色がとても素晴らしかったので今回も参加しま
した。来年もまた登りたいです」と話していました。

美しい音色に感動
　5月 31 日、中切小学校（馬瀬中切）の体育館で
岐阜県主催のへき地芸術フェスティバルの一環と
して「マリンバアンサンブル」によるコンサート
が行われ、中切・総島両小学校と馬瀬中の全校児
童・生徒や教職員、父母ら約 180 人が訪れました。
マリンバアンサンブルは、マリンバ、クラリネ

ット、フルート、ピアノ奏者の 5人。
コンサートでは、これらの楽器についての仕組

みや音についての説明などを交えながら演奏が行
われ、訪れた聴衆は、ピアノ、フルート、マリンバ、
クラリネットそれぞれの楽器が奏でる美しい音色
に聞き入っていました。
また、楽器の演奏に合わせて児童、生徒が合唱

で参加するなど楽しいコンサートとなりました。

アンサンブルの美しい音色が体育館に広がりました

水道の点検をしてもらった杉山さん（左）

今村会長から激励を受ける寺園選手（左）

山頂目指してマイペースで登る参加者

　下呂管設備工業協同組合（田口登貴雄理事長）
では、６月３日・４日の二日間、下呂市内にある
70 歳以上の一人暮らしのお年寄り宅で、水道設備
の無料点検を行いました。
　これは、６月１日から７日の「水道週間」に合
わせて行われたもので、旧下呂町で下呂町上下水
道指定店組合が６年前に始めたものです。
　今年は下呂市内の 26 業者からなる下呂管設備
工業協同組合として行い、対象となる 826 軒のう
ちアンケートで希望のあった 168 軒を各地域の担
当者が訪れ、水回りの点検をしました。
　水洗トイレのレバーの調整などをしてもらった
杉山吉古さん（森・76 歳）は「普段点検できない
所を見ていただき助かります」と喜んでいました。
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下呂市ニュース

身近な話題をお寄せください

●企画部広報係　52-2000

●萩原企画分室　52-2000

●小坂企画分室　62-3111

●下呂企画分室　24-2222

●金山企画課　32-2203

●馬瀬企画分室　47-2111

英語を使って楽しく遊ぼう！

金山中学校では、１年生の総合的な学習時間の中で『故
郷金山をより深く知ろう』と５月 25 日、「グループ対抗金
山町ウォークラリー」を行いました。
参加した生徒は、金山町の歴史や地理、文化財、風習な

どを調べるとともに、集団行動の仕方を身につけたり、公
共の場での行動やマナーなどを学んだりしました。
金山市街地地図（金山、下原地区）に記号で示されてい

る箇所を実際に見てくるとポイントが加算されるというル
ールで行われ、その中には取材できるポイントが幾つかあ
り、「取材内容が素晴らしいもの」や「特ダネ」については、
ボーナスポイントが加算されました。
生徒たちは、班ごとに別れ、地図を片手に目的のポイン

トに行き、証拠写真を撮ったり、施設の説明をしてくれる
人の話を熱心に聴きながらメモを取ったりしていました。

ウォークラリーで故郷を探索

　馬瀬地域の小中学校を担当しているＡＬＴのロビン・
デ・ペルハムさんが５月24日、わかあゆ保育園（馬瀬
名丸）を訪れ、園児たちと英語を交えた遊技などで触
れ合いました。
　これは園児たちに英語に慣れ親しんでもらおうと馬
瀬地域で初めて行われたもので、ロビンさんは園児た
ちに分かってもらおうと、言葉だけでなく手や体を使
って英語を表現。園児たちもロビン先生の英語の歌に
あわせて踊ったり、ゲームをしたりと、目や耳からだ
けでなく、体中で英語を感じて楽しんでいました。
　今後も将来に向けての国際感覚が育つことを願い、
月に１回はこうした取り組みを行う予定です。

親子で真剣に救命講習
　６月２日、湯屋乳幼児学級の親子11組が下呂市消防本部
を訪れ、職員から救命講習を受けました。昨年までは公民
館などに消防署職員を招いて講習を行っていましたが、今
年は普段見る機会の少ない消防本部を訪ね、救命講習をし
たあと庁舎見学を行いました。
　救命講習では、人形を使って気道の確保や人工呼吸・心
臓マッサージなどについて消防本部職員から指導を受け、
参加した親たちは実際に身近で起こった事故などを思い返
しながら、処置方法について熱心に聞いていました。
　その後、通信室や仮眠室・出動時のロッカールームを見学。
消防車や救急車に楽しそうに乗る親子の姿も見られました。

お店の人に取材する生徒たち

はしご車をバックに記念撮影

ロビン先生と楽しく触れ合う園児たち
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教育委員会だより

　

５
月
17
日
に
開
か
れ
た
教
育
委

員
会
で
、「
文
化
財
審
議
会
委
員
」

「
社
会
教
育
委
員
（
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員
兼
務
）」「
青
少
年
育

成
推
進
員
」
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

「
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ

て
文
化
財
の
保
存
お
よ
び
活
用
に

関
す
る
専
門
的
技
術
的
事
項
を
調

査
審
議
し
、
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の

事
項
に
関
し
、
必
要
と
認
め
る
事

項
を
教
育
委
員
会
に
建
議
す
る
」

文
化
財
審
議
会
委
員
は
、
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
◎
は
会
長
、
○
は

職
務
代
理
者
、
敬
称
略
）

◎
柚
原　

慶
彦　

萩
原
町
桜
洞

　

江
馬　

雅
人　

萩
原
町
宮
田

　

今
村　

茂
男　

小
坂
町
小
坂
町

　

岡
部　

則
良　

小
坂
町
湯
屋

　

細
江　

茂
昭　

門
和
佐

○
松
波　

民
善　

森

　

小
島　

忠
之　

金
山
町
大
船
渡

　

大
島　
　

明　

金
山
町
菅
田
桐
洞

　

中
川　

銹
一　

馬
瀬
堀
之
内

　

二
村　

普
晤　

馬
瀬
西
村

　

「
社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画

の
立
案
」「
教
育
委
員
会
の
諮
問

に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
」「
必

要
な
調
査
研
究
を
行
う
」
を
職

務
と
す
る
社
会
教
育
委
員
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
。（
◎
は
委
員
長
、

○
は
副
委
員
長
、
敬
称
略
）

◎
桂
川　
　

豊　

萩
原
町
萩
原

　

中
島
登
志
男　

萩
原
町
宮
田

　

青
木　

幸
美　

萩
原
町
尾
崎

　

川
井　

力
蔵　

小
坂
町
坂
下

　

小
村　

朋
子　

小
坂
町
長
瀬

　

野
尻　

嘉
幸　

小
坂
町
小
坂
町

　

丁　
　

京
子　

乗
政

○
熊
崎　

敬
子　

湯
之
島

　

細
江
洋
一
郎　

和
佐

　

中
島　

春
生　

金
山
町
菅
田
桐
洞

　

矢
島　
　

実　

金
山
町
菅
田
笹
洞

　

奥
村　

敏
子　

金
山
町
大
船
渡

　

大
前　

勇
一　

馬
瀬
西
村

　

細
江
ち
か
子　

馬
瀬
井
谷

　

川
口　

恵
子　

馬
瀬
名
丸

　

「
青
少
年
育
成
の
関
係
団
体
な

ら
び
に
地
域
住
民
と
密
接
な
連
携

を
保
ち
、
青
少
年
育
成
運
動
の
普

及
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

の
実
態
に
即
し
た
実
践
活
動
が
展

開
さ
れ
る
よ
う
指
導
助
言
し
、
推

進
活
動
の
中
心
的
役
割
を
果
た

す
」
青
少
年
育
成
推
進
員
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
。（
◎
は
代
表
、
○

は
副
代
表
、
□
は
支
部
長
、
敬
称
略
）

□
舩
坂　

節
郎　

萩
原
町
上
呂

　

青
木　

重
樹　

萩
原
町
四
美

　

大
前　

順
子　

萩
原
町
西
上
田

　

日
下
部
和
子　

萩
原
町
上
村

　

今
井　

眞
紀　

萩
原
町
宮
田

　

辻　
　

正
則　

萩
原
町
野
上

□
今
井　

辰
夫　

小
坂
町
大
島

　

角
脇　
　

豊　

小
坂
町
湯
屋

　

山
下　

悦
良　

小
坂
町
長
瀬

○
田
口　
　

治　

和
佐

　

中
島　
　

孝　

森

　

福
井　

清
浩　

小
川

　

福
井　

重
子　

少
ケ
野

　

一
木
八
重
子　

乗
政

　

細
江　

忠
明　

門
和
佐

◎
山
田　

晴
路　

金
山
町
金
山

　

加
藤　

利
夫　

金
山
町
渡

　

熊
崎　

博
之　

金
山
町
福
来

　

矢
嶋　

洋
子　

金
山
町
戸
部

　

尾
崎
ひ
と
み　

金
山
町
東
沓
部

　

加
藤
江
利
子　

金
山
町
菅
田
桐
洞

　

菊
川
真
理
亜　

金
山
町
菅
田
桐
洞

□
田
中　
　

敬　

馬
瀬
中
切

　

二
村　

光
男　

馬
瀬
中
切

　

藤
沢
香
代
子　

馬
瀬
数
河

親
子
で
そ
ば
打
ち
体
験

　

５
月
27
日
、
馬
瀬
幼
児
学
級
が

今
年
３
月
末
に
オ
ー
プ
ン
し
た
水

辺
の
館
で「
親
子
そ
ば
打
ち
体
験
」

を
行
い
ま
し
た
。
体
験
に
は
25
組

の
家
族
、
総
勢
70
人
が
参
加
。
数

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
馬
瀬
の
そ

ば
打
ち
グ
ル
ー
プ
蕎
麦
花
Ｓ
（
そ

ば
か
す
）
代
表
小
林
亜
由
美
さ
ん

（
馬
瀬
堀
之
内
）
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
そ
ば
打
ち

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
土
曜
日
に
計
画
し
父
親

の
参
加
も
促
し
た
結
果
、
た
く
さ

ん
の
お
父
さ
ん
た
ち
も
参
加
。
そ

れ
ぞ
れ
の
親
子
が
協
力
し
あ
っ
て

見
事
そ
ば
を
完
成
。
ゆ
で
上
が
っ

た
そ
ば
を
屋
外
の
施
設
で
お
い
し

そ
う
に
試
食
し
て
い
ま
し
た
。

上
手
に
植
え
た
よ
！

　

総
島
小
学
校
（
馬
瀬
）
で
５
月

18
日
、
１
・
２
年
生
の
生
活
科
の

授
業
で
田
植
え
が
行
わ
れ
、
11
人

の
児
童
た
ち
が
学
校
近
く
に
あ
る

田
ん
ぼ
で
田
植
え
を
体
験
し
ま
し

た
。
田
植
え
初
体
験
と
な
る
１
年

生
は
、
お
そ
る
お
そ
る
冷
た
い
田

ん
ぼ
の
中
へ
素
足
を
入
れ
、
泥
に

足
を
と
ら
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら

も
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
苗
を
植

え
て
い
き
、
今
年
で
２
回
目
と
な

る
２
年
生
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
ど

ん
ど
ん
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
、
全
校
児
童
33
人
に
よ

る
野
菜
の
苗
植
え
も
行
わ
れ
、
児

童
ら
は
下
呂
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
の
河
合
普
及
員
か
ら
苗
の
植

え
方
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
、
校

舎
前
の
畑
に
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
、

ト
マ
ト
、
メ
ロ
ン
な
ど
の
苗
を
一

斉
に
植
え
ま
し
た
。

泥だらけになって田植えをする児童

親子で仲良くそば打ちをしました
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●小原和紙に魅せられ展

　熊﨑英和さん（湯之島）による絵漉
す

きと版画の作品展が、８月１日（日）
まで「ふるさと歴史記念館ギャラリー」
で開催されています。
　小原和紙に魅せられて、理容業の傍
ら愛知県小原村まで通い、技術を習得
された熊﨑さん。15 年ほど前に製作
した絵漉きの作品や、現在も続けられ
ている版画など約 50 点が展示されて
います。

●子ども折り紙作品展

　竹原公民館で毎月行われている子ど
も折り紙教室の作品を、７月３日（土）
から８月１日（日）まで「下呂市民会
館ギャラリー」に展示します。熊崎弘
美さん（野尻）の指導で 3 年前から
続けている教室では、四季折々のテー
マでいろんな物を折り紙で作っていま
す。今回が初めての発表となります。

●ヨルダンってどんな国？

　託児や家事援助、いろいろな情
報発信をしているグループ「子育て
サポート・ほほえみ家族（連絡先
090-2346-2422）」の夏休み企画です。
　元海外青年協力隊の渡邊裕介さん
（金山町大船渡）をお迎えして、異文
化体験『ヨルダンってどんな国？』と
いうタイトルでのお話しや歌、遊びな
どを楽しみます。
　親子やお友だちと、ぜひどうぞ！
◆日時　７月 22日（木）午前 10 時～

◆場所　健康館『ウェルネス～ぬく森
の里～』（金山町）　

●ひなたぼっこの『七夕まつり』

　七夕かざりをつくって、みんなで遊
びます。絵本の読み聞かせや歌、体を
使った遊びなども行います。
　みなさん、ぜひ来てください！
◆日時　７月７日（水）午前 10時～
◆場所　ひなたぼっこ（金山保育園前）
◆お問い合わせ先
　ほほえみ家族（090-2346-2422）
※「ひなたぼっこ」とは、金山町子育
て支援拠点施設の通称です。毎週月～
金曜日の午前 10 時から 12 時までは、
いつでも開館しています。それ以外の
時間でも申し込みをすれば利用できま
す。ぜひ一度のぞいてみてください。
いろいろな子育て関連情報もご覧いた
だけます。

●おひさまはうす７月開館日

◆お問い合わせ先
　金山教育課（32-3893）

●活発な地域活動や各種グループの催
し物などの情報を生涯学習課にご連絡
ください。

　

はぎわら図書館
　　52-4800
 《休館日》
　５、12、18、19、26
  

 《絵本の読み聞かせ》

　10日　午後２時

金山図書室
　　32-2449

  《休館日》
　３、４、10、  11、
　　17、18、19、24
          25、31

馬瀬図書室
　　47-2111

 《休館日》
　３、４、10、  11、
　　17、18、19、24
          25、31

 小坂図書室
　　62-3366

  《休館日》
　３、17、18、19

下呂市図書室
　　25-2489
 《休館日》
　５、 12、18、19、26
                 
  《絵本の読み聞かせ》

　24日  午後１時30分

７月の図書館・図書室休館日と催し

萩原地域には、乳幼児や幼児をもつ親の子育ての憩いの場所として
児童館があります。親子でふれあいができるように、遊具や玩具、絵
本などが備えてあります。この場所を訪れた親同士が雑談を通して知
り合い、仲間を増やしたり、お互いの子育ての悩みを相談したりして
います。また、子育てサポーターが常駐し、子育ての相談ができます。
　どうぞ、気軽にご利用ください。
●萩原北児童館　萩原町野上 [ 萩原北保育園隣 ] 54-1176
●萩原南児童館　萩原町萩原 [ 萩原駅 100m南 ] 52-3022
＜開館日＞月～金曜日：午前 10時～午後 5時
　　　　　土・日曜日：午前 10時～午後 4時
　　　　※祝日、お盆、年末年始の休みを除いて開館しています。

民家を利用した萩原南児童館

子育てネットワークを広げよう

日にち 開館時間 会　　　　場

９日(金) 10:00 ～ 11:30 東公民館

13日(火) 10:00 ～ 11:30 健康館

21日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

23日(金) 10:00 ～ 11:30 東公民館

※13日(火)は「親子で遊ぼう」です。
三世代交流会として、手遊び、体を
使った遊び、歌、パネルシアターなど
を行います。（手作りおやつ付きです）

●霊峰御嶽山に登ろう！

　みんなで一緒に御嶽山に登った達
成感を味わってみませんか！
　小学生以上で登山に耐えられる健
康状態の人（下呂市在住または在職
者に限ります）を対象に、「御嶽登山」
を行います。ご家族、職場の仲間、
友達同士で誘い合って参加ください。
◆日時　7月 25 日（日）
　午前 5時に小坂振興事務所を出発
※天候不順による中止の場合あり
◆注意事項　
※小学生・中学生は、保護者または
　責任者が同伴してください。
※健康状態に不安のある方は事前に
　医師に相談してください。
◆参加料　500 円（傷害保険料ほか）
※当日受付で集めます
◆申込期限　7月 12 日（月）
※先着 50名になり次第締め切ります
※参加される方には後日、詳細など
　の案内文書を送付します
◆お問い合わせ・申込先　小坂教育
課（62-3366・担当：小池）

イベント  　event

青少年を非行から守ろう

　７月は『青少年の非行問題に取り

組む全国強調月間』です。県では「大

人が変われば子どもも変わる」県民

運動を実施中です。青少年の健全な

育成は大人一人ひとりの責務です。

地域・家庭が一体となって、無限の

可能性を秘めた青少年の健やかな成

長のための社会環境づくりに努め、

青少年の非行防止に努めましょう。
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●
円
空
仏
の
捜
索
に
ご
協
力
を
!!

　

下
呂
市
小
坂
郷
土
館
に
展
示
し
て

あ
り
ま
し
た
円
空
仏
６
体
の
う
ち
３

体
が
、
4
月
4
日
盗
難
に
遭
い
ま
し

た
。
警
察
に
盗
難
届
け
を
出
し
て
お

り
ま
す
が
、
い
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
市
教
育
委
員
会
で
は
、
必

死
に
捜
索
し
て
い
ま
す
の
で
、
情
報

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
盗
難
仏　

菩
薩
像
2
体
（
高
さ

36
・
５
㎝
、

と
34
㎝
）

【
所
有
者
】

松
尾
八
幡

神
社
（
小

坂
町
）

　

薬
師
如
来
像
1
体
の
左
右
に
菩
薩

像
２
体
が
並
ん
で
、
１
対
と
な
っ
て

い
ま
す
。
う
ち
左
右
の
菩
薩
像
２
体

が
盗
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
円
空
仏
は
、
神
社
の
祭
礼
で

信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
像

の
裏
に
、
墨
で
書
か
れ
た
文
字
が
あ

る
め
ず
ら
し
い
も
の
で
、
3
体
が
揃

う
こ
と
に
よ
り
本
来
の
姿
と
い
わ
れ

て
お
り
、
地
元
で
は
大
切
に
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

◆
盗
難
仏　

月
光
菩
薩
1
体
（
高
さ

44
㎝
）

【
所
有
者
】
湯
屋
薬
師
堂
（
小
坂
町
）

　

こ
の
円
空
仏
は
、
湯
屋
薬
師
堂
に

祭
ら
れ
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。
湯
屋
地
区
の
方
も
、
盗
難
に
は

大
き
な
衝
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。

◇
連
絡
先　

生
涯
学
習
課
（


52
‐
２
９
０
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
52
‐
３
１
６
６
）

小
坂
教
育
課
（


62
‐
３
３
６
６
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
62
‐
３
５
９
５
）

�
ケ
チ
カ
ン
�
だ
よ
り

●
下
呂
市
の
皆
さ
ん
、
さ
よ
う
な
ら

　

へ
ロ
ー
、
テ
ィ
ム
で
す
。
皆
さ
ん

が
こ
れ
を
読
む
こ
ろ
、
私
は
金
山
で

の
仕
事
を
終
え
、
多
分
も
う
ス
カ
イ

ダ
イ
ビ
ン
グ
や
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ

ン
グ
を
し
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

行
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
す

ぐ
に
、
故
郷
の
ケ
チ
カ
ン
へ
帰
り
ま

す
。
そ
し
て
漁
師
と
い
う
厳
し
い
仕

事
に
戻
る
つ
も
り
で
す
。

　

私
は
母
国
ア
メ
リ
カ
が
好
き
で
す

が
、
こ
こ
で
過
ご
し
た
10
カ
月
間
が

ど
う
だ
っ
た
か
皆
さ
ん
に
言
い
た
い

で
す
。
と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で

す
！　

本
当
に
！　

私
は
新
し
い
友

達
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
９
年
前
に
来
た
時
に
で
き
た
友
達

と
再
会
し
ま
し
た
。
私
は
こ
こ
で
知

り
合
っ
た
み
ん
な
と
こ
れ
か
ら
も
連

絡
を
取
り
合
っ
て
、
交
流
を
続
け
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
も

う
１
度
こ
こ
へ
戻
っ
て
く
る
こ
と
に

決
め
ま
し
た
。

　

私
は
日
本
の
文
化
活
動
で
あ
る
剣

道
や
居
合
い
、
和
太
鼓
、
生
け
花
、

祭
り
、
そ
し
て
お
寿
司
や
明
太
子
を

食
べ
る
こ
と
、正
座
を
す
る
こ
と
（
痛

い
！
）
な
ど
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
私
は
い
ろ
い

ろ
な
ビ
ー
ル
や
日
本
酒
、
焼
酎
を
飲

ん
で
楽
し
み
ま
し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル

中
毒
の
よ
う
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、
居
酒
屋
で
い
ろ
ん
な
人
と

お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
た
お
か
げ
で
、

ほ
と
ん
ど
日
本
語
で
会
話
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
英
語
を
教

え
る
と
い
う
英
会
話
指
導
員
と
し
て

の
私
の
仕
事
も
、
ち
ゃ
ん
と
で
き
て

た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
日
本

の
学
校
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

私
は
A+
の
成
績
を
あ
げ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
日
本
か
ら
学

べ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
日
本
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
学

べ
る
こ
と
が
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。（
ま
ず
第
一
に
、
日
本
人
は
も
う

少
し
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
べ
き
で
す
）

　

と
に
か
く
私
が
言
い
た
い
の
は
、

ど
の
国
も
お
互
い
の
国
か
ら
一
つ
や

二
つ
学
べ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
お
互
い
か
ら
学
ぶ
一
番
良

い
方
法
は
、
こ
の
よ
う
な
交
換
留
学

の
制
度
を
続
け
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
お
互
い
に
も
っ
と
理
解
し
合
う
助

け
に
も
な
る
し
、
偏
見
や
誤
解
を
な

く
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
世
界
平
和

の
た
め
に
、
最
も
有
効
な
こ
の
よ
う

な
制
度
を
皆
さ
ん
が
続
け
て
い
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

生
徒
の
企
画
で
国
際
交
流

　

国
際
交
流
事
業
で
５
月
21
日
か

ら
25
日
ま
で
の
五
日
間
、カ
ナ
ダ
・

ベ
ー
ガ
ビ
ル
校
の
生
徒
11
人
と
引

率
の
教
師
ら
５
人
が
、
小
坂
地
域

の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が

ら
滞
在
し
、
24
日
に
は
、
小
坂
中

学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

２
年
生
の
企
画
・
進
行
に
よ
る

交
流
会
で
は
、
体
育
館
に
全
校
生

徒
１
０
２
人
が
集
合
し
、
司
会
の

阿
部
弓
希
子
さ
ん
が「
よ
う
こ
そ
、

み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
続
い
て
、
福
永
美
穂
さ
ん
が

カ
ナ
ダ
の
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
英

語
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
カ
ナ
ダ

の
生
徒
ら
は
歌
や
ダ
ン
ス
、
カ
ナ

ダ
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。
最
後
に

全
員
で
「
チ
キ
ン
ダ
ン
ス
」
や
「
バ

ニ
ー
ダ
ン
ス
」
を
踊
る
な
ど
、
素

晴
ら
し
い
国
際
交
流
を
体
験
し
ま

し
た
。

心
に
残
る
カ
ナ
ダ
研
修

　

5
月
19
日
〜
27
日
ま
で
の
９
日

間
、
馬
瀬
中
学
校
の
３
年
生
17
人

が
、カ
ナ
ダ
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
交
流
校
で
あ
る
ラ
ン

グ
レ
ー
中
高
等
学
校
を
訪
問
。
授

業
に
参
加
し
た
り
、
カ
ナ
ダ
の
伝

統
を
学
ん
だ
り
、
日
本
の
伝
統
的

な
お
は
じ
き

4

4

4

4

や
あ
や
と
り

4

4

4

4

な
ど
を

し
た
り
し
て
、
生
徒
た
ち
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
英
語
や
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が

で
き
ま
し
た
。

　

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
で

は
、
カ
ナ
ダ
の
雄
大
な
自
然
に
触

れ
感
動
し
た
り
、
バ
ン
ク
ー
バ
市

内
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ー
ク
を
見

学
し
た
り
と
た
く
さ
ん
の
思
い
出

も
で
き
ま
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
で
の
研
修
を
通
し
て
、

生
徒
た
ち
が
自
分
の
目
で
見
て
体

験
し
感
じ
た
こ
と
は
、
心
に
残
る

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

大いに盛り上がった綱引き

日本の伝統的な遊びで交流しました
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下
呂
地
域
保
育
園
紹
介

下
呂
地
域
に
は
、
わ
か
ば
・
み

の
り
・
白
草
・
上
原
・
中
原
保
育

園
の
５
園
が
あ
り
ま
す
。
園
児
数

が
２
３
０
人
の
わ
か
ば
保
育
園
か

ら
21
人
の
上
原
・
中
原
保
育
園
ま

で
、
規
模
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

み
ん
な
元
気
に
の
び
の
び
と
過
ご

し
て
い
ま
す
。

車
で
の
移
動
が
あ
た
り
ま
え
と

な
っ
て
い
る
現
在
、
子
ど
も
た
ち

も
歩
く
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
保
育
園
で
は
、
園
周
辺

の
野
山
に
出
か
け
、草
花
や
昆
虫
、

小
動
物
な
ど
に
触
れ
る
園
外
保
育

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
り
、
道

路
上
で
の
交
通
安
全
指
導
な
ど
も

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
園
内
で
は
固
定
遊

具
な
ど
を
使
っ
て
の
体
力
作
り
を

行
い
、
う
ま
く
で
き
る
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
の
姿
を
見
て
、
小
さ
い

子
も
が
ん
ば
っ
て
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
で
き
た
時
に
は
、
と
び
っ
き

り
の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
、
そ
の

自
信
が
次
の
意
欲
に
つ
な
が
っ
て

い
く
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
い
ろ
ん
な

絵
本
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。
本
を

通
し
て
心
を
育
て
、
静
か
に
話
を

聴
く
『
静
の
時
間
』
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
地

域
を
愛
す
る
心
を
育
て
て
い
き
た

い
と
、
未
就
園
児
や
高
齢
者
の
方

と
の
交
流
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

教育委員会だより

固定遊具で遊ぶ園児たち（わかば保育園）

〝
わ
ら
ぞ
う
り
〞
は

　
　

気
持
ち
い
い
ぞ
〜
!!

　

上
原
恵
寿
会
の
み
な
さ
ん
か

ら
上
原
保
育
園
に
、
手
作
り
の

〝
わ
ら
ぞ
う
り
〞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

毎
年
、
園
児
た
ち
は
〝
わ
ら

ぞ
う
り
〞
が
届
く
の
を
と
て
も

楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。
着

用
期
間
は
６
月
１
日
か
ら
９

月
末
ま
で
。　

早
速
〝
わ
ら
ぞ

う
り
〞
に
足
を
通
し
た
園
児
た

ち
は
「
わ
〜
っ
、
気
持
ち
い
い

〜
！
」
と
言
い
な
が
ら
、
う
れ

し
そ
う
に
園
内
を
走
り
回
っ
て

い
ま
し
た
。

虫
歯
に
な
ら
な
い
よ
う

　
　

気
を
つ
け
ま
〜
す
！

　

み
の
り
保
育
園
で
６
月
９

日
、『
幼
児
の
心
と
体
作
り
に

大
切
な
虫
歯
予
防
』
を
テ
ー
マ

に
、
ド
ー
ナ
ツ
会
に
よ
る
紙
人

形
劇
が
行
わ
れ
、園
児
た
ち
は
、

静
か
に
、
そ
し
て
終
始
興
味
深

そ
う
に
人
形
劇
を
見
て
い
ま
し

た
。

　

人
形
劇
の
終
わ
り
に
は
、
虫

歯
予
防
に
大
切
な
『
５
つ
の
約

束
』
と
し
て
、

▽
好
き
嫌
い
を
し
な
い

▽
よ
く
か
ん
で
食
べ
よ
う

▽
お
や
つ
の
時
間
を
守
り
、
食

　

べ
過
ぎ
な
い
こ
と

▽
は
み
が
き
を
し
よ
う

▽
は
み
が
き
を
し
た
ら
、
お
う

　

ち
の
人
に
見
て
も
ら
お
う

と
い
う
話
が
あ
り
、
園
児
た
ち

は
元
気
よ
く
『
は
ー
い
』
と
答

え
、
見
に
来
て
い
た
保
護
者
の

方
た
ち
に
も
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

待
っ
て
い
ま
し
た
！

　
　
　
　

プ
ー
ル
の
季
節

　　

わ
か
ば
保
育
園
で
６
月
10

日
、
下
呂
市
内
の
保
育
園
で
一

番
早
く
、『
プ
ー
ル
開
き
』
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
空
は
曇
っ
て
い

た
も
の
の
、
気
温
は
26
度
と
蒸

し
暑
く
、
プ
ー
ル
開
き
に
は
、

絶
好
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

た
園
児
た
ち
は
、
プ
ー
ル
の
時

間
が
始
ま
る
と
大
は
し
ゃ
ぎ
。

プ
ー
ル
に
入
る
と
、
最
初
は

『
つ
め
た
ー
い
！　

つ
め
た
ー

い
！
』と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

す
ぐ
に
慣
れ
、
先
生
や
友
達
と

水
の
か
け
あ
い
を
し
た
り
、
泳

い
だ
り
し
て
今
年
初
め
て
の
プ

ー
ル
を
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

絵本の読み聞かせ（わかば保育園）

恵寿会のみなさんと記念撮影（上原保育園）

紙人形劇を見る園児たち（みのり保育園）

プールで大はしゃぎの園児たち（わかば保育園）
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参議院議員通常選挙

○選挙の公示日　６月24日（木）
○投 票 日　７月11日（日）午前７時～午後８時
※次の投票区は、閉鎖時刻を繰り上げていますので、ご注意ください。（投票時間は入場券に記載してあります）

【注　意】　◆投票所には入場券をお持ちください。
　　　　　◆入場券は一世帯の分が１枚のハガキになっていますので、投票日には、この入場券を切りはなし、
　　　　　　必ず本人が持参してください。　
             
○期日前投票（「入場券」をお持ちください )
　選挙期日に、仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭などの用務があるなど一定の事由（従来の不在者投票事由）
に該当すると見込まれる方は期日前投票ができます。
【と　き】６月 25日（金）～７月 10日（土）　午前８時 30分～午後８時　　　　　
※竹原、上原、中原出張所については、７月５日（月）～７月 10 日（土）午前８時 30 分～午後５時
【ところ】現在お住まいの地域の振興事務所などで投票できます。（現在お住まいの地域以外では投票できませ
んので注意してください）
※竹原、上原、中原地区にお住まいの方は、その管轄の出張所または下呂市役所下呂庁舎で投票できます。

○郵便による不在者投票
　身体に重度の障害がある方は、特例として投票所へ行かずに郵便で不在者投票をすることができます。
◆郵便による不在者投票をしようとする方は、「郵便投票証明書」の交付が必要となりますので、選挙管理委
員会にご相談ください。「郵便投票証明書」は一度交付されると７年間有効です。有効期限が過ぎている方は、
お早めに再交付を受けてください。
◆介護保険の被保険者証に要介護状態区分が要介護５である方は、上記申請により郵便による不在者投票をす
ることができます。（この場合、証明書の有効期限は、被保険者証に記載されている要介護認定の有効期限の
末日までとなります）
◆郵便による不在者投票ができる方で、上肢または視覚の障害の程度が１級の方は、選挙管理委員会に届け出
ることにより、投票に関する代理記載の制度を利用できます。なお、代理記載人が選挙人の指示する候補者名
を記載しなかったなどの場合には、２年以下の禁固または 30万円以下の罰金に処せられます。

○指定病院などでの不在者投票
　岐阜県選挙管理委員会の指定する病院や老人ホームなどに入院・入所されている方も不在者投票ができます。
この場合、不在者投票をしようとする方は、病院長や老人ホームの長に申し出てください。

○お問い合わせ先　下呂市役所下呂庁舎・下呂市選挙管理委員会（24-2222）

地 域 投 票 区 投票時間 地 域 投 票 区 投票時間

萩 原

山 之 口 午前７時～午後７時

小 坂

門 坂 午前７時～午後６時

尾﨑第１ 午前７時～午後７時 赤 沼 田 午前７時～午後７時

跡 津 午前７時～午後７時 湯 屋 午前７時～午後７時

西 上 田 午前７時～午後７時 大 洞 午前７時～午後７時

釜 ケ 野 午前７時～午後７時

金 山

新 田 午前７時～午後４時

下 呂

大 洞 午前７時～午後６時 笹 洞 午前７時～午後７時

御 厩 野 午前７時～午後７時 奥 金 山 午前７時～午後７時

野 尻 午前７時～午後７時 福 来 午前７時～午後６時

宮 地 午前７時～午後７時 中 切 午前７時～午後６時

乗 政 午前７時～午後７時 沓 部 午前７時～午後７時

三 ツ 石 午前７時～午後６時 戸 川 午前７時～午後６時

夏 焼 午前７時～午後７時 八 坂 午前７時～午後６時

田 口 午前７時～午後７時

馬 瀬

川 上 午前７時～午後６時

門 和 佐 午前７時～午後７時 黒 石 午前７時～午後６時

保 井 戸 午前７時～午後７時 数 河 午前７時～午後６時

焼 石 午前７時～午後７時 中 切 午前７時～午後６時

和 佐 午前７時～午後７時 名 丸 午前７時～午後６時

火 打 午前７時～午後７時 惣 島 午前７時～午後６時

久 野 川 午前７時～午後６時 西 村 午前７時～午後６時

７月１１日（日）は、参議院議員通常選挙
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消防操法大会

　

５
月
30
日
に
小
坂
・
馬
瀬
消
防

団
、
６
月
６
日
に
萩
原
・
下
呂
消

防
団
、
６
月
13
日
に
金
山
消
防
団

が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
の
地
域
で
消
防

操
法
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
厳

し
い
訓
練
で
身
に
着
け
た
素
晴

ら
し
い
操
法
技
術
を
披
露
。
放
水

で
的
を
射
抜
く
た
び
に
、
会
場
か

ら
は
「
よ
っ
し
ゃ
ー
！
」
と
の
歓

声
と
と
も
に
、
盛
大
な
拍
手
が
選

手
た
ち
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
地
域
大
会
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

萩
原
消
防
団

◆
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

第
６
分
団
第
２
部

　

準
優
勝　

第
１
分
団
第
１
部

　

３　

位　

第
１
分
団
第
２
部

◆
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

第
２
分
団
第
２
部
Ａ

　

準
優
勝　

第
５
分
団
第
２
部

　

３　

位　

第
２
分
団
第
２
部
Ｂ

小
坂
消
防
団

◆
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

第
１
分
団
第
２
班

　

準
優
勝　

第
３
分
団
第
４
班

　

３　

位　

第
２
分
団
第
３
班

◆
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

第
２
分
団
第
２
班

　

準
優
勝　

第
２
分
団
第
１
班

　

３　

位　

第
３
分
団
第
１
班

下
呂
消
防
団

◆
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

第
２
分
団
御
厩
野
Ａ

　

準
優
勝　

第
１
分
団
湯
之
島

　

３　

位　

第
２
分
団
御
厩
野
Ｂ

◆
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

第
４
分
団
焼
石

　

準
優
勝　

第
１
分
団
湯
之
島

　

３　

位　

第
１
分
団
森
Ａ

金
山
消
防
団

◆
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

第
２
分
団
第
４
部 

　

準
優
勝　

第
４
分
団
第
１
部
第
１
班

　

３　

位　

第
２
分
団
第
１
部

◆
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

第
２
分
団
第
３
部

　

準
優
勝　

第
３
分
団
第
２
部

　

３　

位　

第
２
分
団
第
２
部

馬
瀬
消
防
団

◆
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

第
１
分
団
Ａ
班

　

準
優
勝　

第
３
分
団
Ａ
班

　

３　

位　

第
２
分
団

◆
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

第
３
分
団

消
防
感
謝
祭

「
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
」

◆
日
時　

８
月
１
日
（
日
）

◆
場
所　

金
山
リ
バ
ー
サ
イ

　
　
　
　

ド
ス
タ
ジ
ア
ム

　

第
53
回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会

が
、
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
タ
ジ

ア
ム
（
金
山
町
金
山
）
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

下
呂
市
か
ら
は
、
６
月
27
日
に

行
わ
れ
た
市
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム

と
地
元
開
催
枠
の
計
２
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
温
か

い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
大
会
開
催
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
会
場
周
辺
で
の
交
通
渋

滞
な
ど
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
大
会
当
日
は
、
駐
車
場
な
ど

大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
が
、『
下
呂
市
ゆ
っ
た
り
館
』

と
『
道
の
温
泉
駅
か
れ
ん
』
は
、

通
常
通
り
営
業
し
ま
す
。

◎
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
は
臨
時
休
業
し
ま
す
。

見事な操法を披露する選手たち（小坂大会）

市
内
各
地
域
で
消
防
操
法
大
会

小型ポンプの部優勝

自動車ポンプの部優勝

小型ポンプの部優勝

小型ポンプの部優勝

小型ポンプの部優勝

小型ポンプの部優勝

自動車ポンプの部優勝

自動車ポンプの部優勝

自動車ポンプの部優勝

自動車ポンプの部優勝

下呂市初『女性消防団』結成 !!

金山市民グラウンドで６月 13日、「女性消防団辞令交付式」
が行われ、馬場武史団長から８人の新女性消防団員に、辞令
書が手渡されました。
下呂市では、町村合併を機に女性としての「きめ細やかさ」

を生かした消防活動を取り入れるとともに、消防団の活性化
と総合的な地域防災力の強化を図ることを目的に、今年度初
めて『女性消防団』が導入されました。主な活動としては、
平常時における独居老人や高齢者家庭の訪問、子どもや高齢
者向けの防火広報などの啓発、訓練指導などを行う予定です。



別冊

平成 16年度予算

公平、平等、スムーズな  移行に配慮しながら

健康福祉とイ ンフラ整備に重点
　平成 16 年度（本）予算が６月議会定例会で承認されました。

  総額は 401 億 3,004 万円、旧５町村に益田広域連合を加えた６

団体の前年度予算に比べ、１．３％の減額となりました。

　計画的な予算投入と切り詰めた経費計上を念頭に置く山田市政

では、合併特例債の初年度使用を１億 4,200 万円に抑えるなど慎

重予算となっています。

   今月は新しい予算のあらましと主な事業を紹介します。

　

本
年
、
国
に
お
い
て
「
三
位

一
体
改
革
」
が
実
施
さ
れ
、
国
庫

補
助
負
担
金
の
削
減
、
地
方
交
付

税
な
ど
の
減
額
、
税
源
移
譲
な
ど

が
行
わ
れ
、
特
に
中
山
間
地
域
の

下
呂
市
で
は
、
そ
の
影
響
は
大
き

く
、
低
迷
す
る
市
税
収
入
と
合
わ

せ
、
大
変
厳
し
い
財
政
運
営
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
事
務
事
業
の
点
検

を
行
い
、
経
常
経
費
の
全
般
的
な

見
直
し
と
組
織
の
ス
リ
ム
化
に
努

め
、
業
務
の
目
的
・
目
標
を
明
確

に
し
た
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め

ま
す
。

ま
た
、
計
画
中
の
大
型
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
市
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
総
合
計
画
）
策

定
後
、
事
業
の
規
模
・
効
果
な
ど

を
精
査
し
、
多
方
面
か
ら
の
意
見

を
拝
聴
し
な
が
ら
、
判
断
し
て
ま

い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
国
や
県
と
連
携
、
協

力
を
得
な
が
ら
合
併
に
よ
る
支
援

プ
ラ
ン
を
有
効
に
生
か
し
ま
す
。

市
は
「
自
己
責
任
・
自
己
決
定
」

下呂市長

山田　良司

◆ 

下
呂
市
の
財
政
動
向

旧
町
村
の
予
算
素
案
の
累
計
で
は
、
一
般
会
計

で
相
当
規
模
の
財
源
不
足
が
発
生
し
て
お
り
、
さ

ら
に
三さ

ん
み
い
っ
た
い

位
一
体
改
革
に
よ
っ
て
、
過
去
に
例
の
な

い
地
方
交
付
税
・
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
12
％

の
減
額
、
さ
ら
に
保
育
園
国
庫
負
担
金
の
全
廃
な

ど
、
合
併
後
も
な
お
、
極
め
て
厳
し
い
対
応
を
迫

ら
れ
ま
し
た
。

下

呂

市

の

15

年

度

末

の

市

債

残

高

は

約

２
３
４
億
４
５
０
０
万
円
、
特
別
会
計
も
含
め
る

と
５
４
１
億
１
７
０
０
万
円
。
一
方
、
基
金
残
高

は
87
億
９
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
経
済
状
況
を
反
映
し
た
市
税
の
伸
び
悩

み
や
、
三
位
一
体
改
革
の
具
現
化
に
伴
い
、
交
付

税
や
国
庫
支
出
金
の
動
向
に
不
透
明
要
素
が
加
わ

っ
て
お
り
、
今
後
の
下
呂
市
を
取
り
巻
く
財
政
環

境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

歳

入

の

ポ

イ

ン

ト

　

国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
下

呂
市
予
算
へ
の
影
響
額
は
、
７
億

８
４
２
４
万
円
、
合
併
し
た
こ
と

に
伴
う
地
方
交
付
税
（
普
通
交
付

税
）
の
増
額
は
１
億
４
４
３
４
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
税
は
、
旧
５
町
村
の
当
初
予

算
対
比
７
・
２
％
減
の
48
億
８
９
１

９
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
（
個

人
市
民
税
10
億
１
０
８
万
円
、
法

人
市
民
税
２
億
４
８
７
３
万
円
、

固
定
資
産
税
31
億
６
３
６
０
万

円
、
入
湯
税
１
億
６
８
７
０
万
円

な
ど
）。
地
方
交
付
税
は
、
合
併

に
よ
る
算
定
替
と
合
併
支
援
措
置

を
考
慮
し
、
63
億
円
を
計
上
。

　

国
、
県
支
出
金
に
は
、
国
の
合

併
市
町
村
補
助
金
１
億
３
５
４
０

万
円
や
県
の
合
併
支
援
交
付
金

２
億
５
９
８
６
万
円
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
繰
入
金
は
、
基
金
繰
入

金
で
10
億
６
３
７
８
万
円
を
計
上
、

う
ち
財
政
調
整
基
金
は
７
億
６
７

０
０
万
円
の
取
り
崩
し
で
す
が
、

５
億
円
余
の
積
立
を
計
上
し
て
お

り
、
実
質
的
に
は
２
億
６
７
０
０

万
円
。
市
債
は
、
臨
時
財
政
対
策

債
10
億
９
９
０
０
万
円
、
過
疎
対

策
債
２
億
４
６
６
０
万
円
な
ど
で

す
。
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一  般  会  計　　　　 ２０６億１, ３００万円　（前年比△ 5.3％）

特  別  会  計　　　　 １７２億７, ５５９万円　（前年比　 3.7％）

　　国民健康保険事業　 ３４億４, ７５４万円

　　老人保健医療事業　 ４４億６, ５２７万円

　　介護保険 (サービス事業※ 1）　７億９, ５９５万円
　　　※ 1　市が保険者として行う介護サービス事業 ( デイサービスなど）

　　介護保険 (保険事業※ 2) ２０億７, ５７１万円
　　　※２  介護保険料の賦課、支払いなどを行う経理に関する事業

　　簡易水道事業　　　　１２億４, ３００万円　(小規模水道事業）

　　下水道事業　　　　　４３億９, ２００万円

　　観光事業 ※ 3  　　　　１億９, ４２９万円
　　　※ 3　旧小坂町の観光施設の運営に関する予算

　　国 保 ( 診療施設）※ 4  ５億３, ８５３万円
　　　※ 4　小坂診療所の運営に関する予算

　　ＣＡＴＶ放送事業 ※ 5       ４, ９２３万円
　　　※ 5　旧金山町ケーブル TVの放送施設の維持管理 ( 番組編成）事業

　　ＣＡＴＶ通信事業 ※ 6       ３, ４１５万円
　　　※ 6　旧金山町ケーブル TVのプロバイダー事業 ( インターネット事業） 

　　財産区（７会計） ※ 7         ３, ９９２万円
　　　※ 7　旧下呂町４財産区、旧金山町３財産区の管理運営

企  業  会  計　　　　　　　　２２億４, １４５万円（前年比△０. ８％）

　　水道事業　　　　　　　３億１, ６５１万円 

　　下呂温泉合掌村事業　　３億８, ４３０万円

　　金山病院事業　　　　１５億４, ０６４万円

　　合　　計　　　　　４０１億３, ００４万円（前年比△１. ３％）

平成 16年度予算

公平、平等、スムーズな  移行に配慮しながら

健康福祉とイ ンフラ整備に重点
平成16年度
予  算

と
い
う
新
た
な
地
方
分
権
時
代
を

迎
え
、
行
財
政
改
革
の
推
進
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
の

役
割
分
担
に
つ
い
て
も
、
新
た
に

見
直
し
、
皆
さ
ん
と
行
政
が
「
協

働
」
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

決
意
で
す
。

岐
阜
県
の
平
成
15
年
度
末
の
借

入
金
残
高
は
約
１
兆
２
２
０
０
億

円
、
一
方
基
金
残
高
は
８
４
９
億

円
。
地
方
財
政
に
お
い
て
も
、
バ

ブ
ル
経
済
崩
壊
以
降
の
景
気
対
策

な
ど
に
よ
り
借
入
金
総
額
は
平
成

15
年
度
末
に
は
１
９
９
兆
円
に
達

す
る
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
今
後
一
層
深
刻
に
な
る

こ
と
が
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
呂
市
の
16
年
度
予
算
編
成
に

関
し
て
は
、
地
方
財
政
状
況
を
巡

る
改
革
の
動
向
や
経
済
環
境
を
見

極
め
、
将
来
的
な
財
政
状
況
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の

な
か
で
重
点
的
か
つ
効
率
的
配
分

に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

で
き
る
限
り
の
一
般
財
源
の
抑

制
に
取
り
組
み
、
厳
し
い
財
政

環
境
下
で
の
予
算
で
あ
る
こ
と

を
全
職
員
が
肝
に
銘
じ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
局
内
で
の
限
ら
れ
た
人

員
で
、
市
民
の
負
託
に
応
え
る
べ

く
、
英
知
を
結
集
し
最
少
の
費
用

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

（
要
約
）

【市の予算規模】

歳

出

の

ポ

イ

ン

ト

　

下
呂
市
最
初
の
本
格
的
な
予
算

と
な
る
今
回
の
予
算
編
成
で
は
、

新
市
建
設
計
画
の
基
本
方
針
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
合
併
後
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
来
す
こ
と
の

な
い
よ
う
、
特
に
市
民
の
生
活
環

境
整
備
と
福
祉
に
配
慮
し
た
編
成

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旧
５
町
村
と
益
田
広
域
連
合
を

加
え
た
６
団
体
が
、
か
ね
て
か
ら

計
画
し
て
い
た
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
昨
年
度
中
に
ほ
ぼ
完
了
さ
せ

た
こ
と
や
、
本
格
予
算
の
執
行
が

７
月
以
降
と
な
る
こ
と
か
ら
、
普

通
建
設
事
業
費
は
対
前
年
比
（
６

団
体
計
）
22
億
７
４
３
６
万
円
の

減
（
△
47
・
９
％
）、
人
件
費
の
対

前
年
比
（
６
団
体
計
）
は
、
合
併

に
伴
う
議
員
定
数
、
特
別
職
の
削

減
な
ど
か
ら
３
億
７
８
１
３
万
円

の
減
（
△
７
・
２
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

※
合
併
特
例
債･

･
･

合
併
に
よ
り
特
別
に
認

め
ら
れ
る
地
方
債(

借
入
金)

。
こ
の
合
併

特
例
債
の
返
済
に
対
し
国
が
返
済
金
の
７

割
を
負
担
。
魅
力
的
な
制
度
で
す
が
３
割

の
自
己
返
済
が
必
要
、
施
設
整
備
に
よ
る

後
々
の
維
持
管
理
費
の
増
大
な
ど
も
勘
案

し
計
画
的
な
取
り
組
み
が
望
ま
れ
ま
す
。

【用語解説】
■地方交付税／国の所得税や法人税、酒税などを一定割合で市

の財政需要に応じて一定の基準に基づき国から
交付されるお金　

■地方譲与税／国がいったん国税として徴収し、一定の基準に
従い地方公共団体に譲与するもの。地方道路譲
与税、自動車重量譲与税などで、今年度税源委
譲に伴い新設された「所得譲与税」が含まれる。

■国庫支出金／国庫支出金とは、国と地方公共団体の経費負担
区分に基づいて、国が地方公共団体に対して支
出する補助金等の総称　　

　

合
併
後
10
年
間
で
１
９
８
億
円

ま
で
発
行
が
可
能
な
※

合
併
特
例

債
は
、
１
億
４
２
０
０
万
円
に
と

ど
め
ら
れ
ま
し
た
。



20

おすすめイベント＆スポット

●
「
第
34
回
ふ
る
さ
と
萩
原

夏
ま
つ
り
」
の
ご
案
内

◆
８
月
７
日
（
土
）　

七
夕
装
飾

コ
ン
ク
ー
ル
と
綱
引
き
大
会

◆
８
月
８
日
（
日
）　

干
支
み
こ

し
・
御
前
太
鼓
・
バ
サ
ラ
踊
り

※
十
二
支
の
ハ
ッ
ピ
を
お
持
ち
の

方
は
、
ハ
ッ
ピ
を
着
て
ま
つ
り
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
バ
ザ
ー
や

展
示
な
ど
の
お
店
を
出
し
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

下
呂
市
観
光
商
工
部
萩
原
観
光

商
工
分
室
（

52
‐
２
０
０
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
52
‐
１
８
７
０
）

●
龍
神
火
ま
つ
り
「
椀
み
こ

し
」
参
加
者
募
集

　

８
月
７
日
の
龍
神
火
ま
つ
り
で

『
椀
み
こ
し
』
を
担
い
で
く
れ
る

昭
和
38
年
４
月
２
日
〜
昭
和
39
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
参
加
者
、
な

ら
び
に
応
援
し
て
く
れ
る
女
性
サ

ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

卯う
た
つ
か
い

辰
会
椀
み
こ
し
実
行
委
員

会
・
斎
藤
明
広
（


０
９
０
‐

３
５
８
１
‐
３
０
８
４
）、
今
井

正
幸
（


０
９
０
‐
９
２
６
８

‐
０
９
３
５
）

●
下
呂
温
泉
ま
つ
り
「
下
呂

民
踊
な
が
し
」
参
加
者
募
集

　

８
月
８
日
の
「
下
呂
民
踊
な
が

し
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

◆
時
間　

午
後
７
時
15
分
集
合
、

午
後
７
時
40
分
出
発【
雨
天
中
止
】

◆
集
合
場
所　

湯
之
島
「
わ
い
わ

い
広
場
」（
武
田
屋
前
）

◆
練
習
日  

7
月
中
旬
を
予
定

（
新
聞
折
り
込
み
で
周
知
し
ま
す
）

※
当
日
は
浴
衣
で
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

下
呂
商
工
会
（


25
‐
５
５
２
２
）

●
（
仮
称
）
花
の
歌
フ
ェ
ス

タ
参
加
者
募
集

　

平
成
17
年
３
月
１
日
か
ら
花

フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
で
開
催
さ
れ

る「
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ
ふ
」

の
市
町
村
イ
ベ
ン
ト
日
（
下
呂
市

は
４
月
５
〜
７
日
の
予
定
）
に
、

会
場
で
「
花
に
ま
つ
わ
る
歌
」
を

歌
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。
優
勝
者
は
、
会
期
中
（
６

月
予
定
）
に
行
わ
れ
る
決
勝
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

応
募
資
格
お
よ
び
要
領

◆
参
加
資
格
は
、
下
呂
市
在
住
者

ま
た
は
下
呂
市
内
の
勤
務
者
。

◆
参
加
形
態
は
、
ソ
ロ
、
グ
ル
ー

プ
、コ
ー
ラ
ス
隊
な
ど
。
伴
奏
は
、

カ
ラ
オ
ケ
、
ギ
タ
ー
な
ど
。

◆
歌
の
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん

が
、
必
ず
タ
イ
ト
ル
も
し
く
は
歌

詞
に
〝
花
と
い
う
言
葉
〞
か
〝
花

の
名
前
〞
を
含
む
「
花
に
ま
つ
わ

る
歌
」
を
選
曲
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
３
日
間
の
う
ち
、
歌
っ
て
い
た

だ
く
の
は
１
日
の
み
で
す
。

◆
参
加
者
の
会
場
ま
で
の
交
通
手

段
は
、
こ
ち
ら
で
手
配
し
ま
す
。

応
募
方
法

住
所
、
氏
名
（
団
体
の
場
合
は
代

表
者
の
氏
名
と
参
加
人
数
）、
電

話
番
号
、
歌
の
題
名
を
記
入
し
た

任
意
の
用
紙
と
、
歌
を
録
音
し
た

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
最
寄
り
の
応

募
先
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
返
却
い
た

し
ま
せ
ん
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
期
限

７
月
31
日
（
土
）
必
着

応
募
先

下
呂
市
役
所
総
合
政
策
課
、
各
振

興
事
務
所
企
画
分
室
・
企
画
課

お
問
い
合
わ
せ
先

下
呂
市
役
所
企
画
部
総
合
政
策

課
（


52
‐
２
０
０
０
・
内
線

１
１
２
）　

●
思
い
や
り
シ
ー
ト
で
花
火
を

　

８
月
13
日
に
行
わ
れ
る
飛
騨
金

山
花
火
大
会
を
、
身
体
に
不
自
由

が
あ
り
、
移
動
な
ど
に
介
助
が
必

要
な
た
め
「
路
上
や
屋
外
で
は
安

心
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
い
う
方
（
肢
体
不
自
由
１
・
２

級
ま
た
は
要
介
護
度
３
以
上
）
の

た
め
に
、
金
山
振
興
事
務
所
４
階

に
観
覧
席
を
用
意
し
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
、
７
月
23
日
（
金
）

ま
で
に
金
山
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

電
話
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
席
の
都
合
上
、
定
員
は
10
名
と

し
、
先
着
順
に
て
締
め
切
り
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
送
迎
・
介
助
に
つ
い
て
は
、
申

し
込
み
さ
れ
た
方
で
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

金
山
保
健
セ
ン
タ
ー
（

32
‐

４
５
０
０
）

勇ましく街を練り歩く「干支みこし」

下呂温泉街をあでやかに
彩る「民踊ながし」

－紹介してください！－
　この夏 ｢新生下呂市 ｣へ、多くのお客様にお越しい
ただきたいと思います。
　つきましては、市外で観光用ポスターを貼っていた
だける商店や事業者の方、観光用パンフレットを置か
せていただける方をぜひともご紹介ください。
　また、各種コンベンション（会議・イベントの開催）
の誘致のために、各種団体や組織などの情報を提供し
てください。
◆連絡先：下呂市観光課観光係、南飛騨・下呂温泉コ
ンベンションビューロー（いずれも24-2222）
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「
南
飛
騨
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
」
は
、

南
飛
騨
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
な
ど
を
健

康
資
源
と
し
て
活
用
し
た
健
康
美
容
法
を

「
知
る
・
学
ぶ
」「
試
す
」「
考
え
る
・
育
て
る
」

「
楽
し
む
」
こ
と
に
よ
り
、
人
が
本
来
持

っ
て
い
る
自
然
治
癒
力
（
病
気
を
治
す
力
）

や
免
疫
力
・
抵
抗
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
県
民
の
健
康
道
場
と
し
て
、
岐

阜
県
と
下
呂
市
が
つ
く
っ
た
施
設
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
健
康
体
験
施
設

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
楽
し
み
な
が
ら

健
康
法
を
体
験
で
き
る
施
設
が
、
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

▽
健
康
学
習
セ
ン
タ
ー

　

受
付
や
総
合
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
血
管
年
齢
測
定
器

や
ス
ト
レ
ス
測
定
器
、
脳
年
齢
測
定
器
、

骨
強
度
測
定
器
な
ど
の
健
康
機
器
が
あ
り
、

無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。

▽
交
流
サ
ロ
ン

　

い
ろ
り
と
和
室
を
備
え
た
多
目
的
な
交

流
施
設
で
す
。

▽
食
の
工
房

　

そ
ば
打
ち
な
ど
、
健
康
食
づ
く
り
を
体

験
で
き
ま
す
。

▽
香
り
の
館

　

健
康
法
に
関
連
し
た
展
示
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▽
キ
ャ
ン
プ
縄
文　

　

文
明
社
会
か
ら
離
れ
て
沈ち

ん

し思
黙も

っ
こ
う考

が
体

験
で
き
ま
す
。

▽
野
外
フ
ィ
ー
ル
ド　

　

大
自
然
に
親
し
ん
で
健
康
に
な
ろ
う
！

▽
体
験
用
農
地　

　

健
康
食
材
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

▽
木
炭
交
流
広
場
（
下
呂
市
施
設
）

▽
飛
騨
川
温
泉
し
み
ず
の
湯
（
下
呂
市
施
設
）

　

ゆ
っ
た
り
と
健
康
づ
く
り
に
最
適
な
温

泉
で
す
。
大
浴
場
、
薬
草
風
呂
、
露
天
風
呂
、

温
泉
プ
ー
ル
を
備
え
て
い
ま
す
。

●
健
康
体
験
講
座
《
有
料
》

　

さ
ま
ざ
ま
な
健
康
法
が
体
験
で
き
ま
す
。

自
分
に
あ
っ
た
健
康
法
を
見
つ
け
よ
う
！

▽
『
食
』
を
テ
ー
マ

そ
ば
打
ち
体
験
・
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
体

験
・
豆
腐
づ
く
り
体
験
・
健
康
菓
子
作
り

体
験
な
ど

▽
『
自
然
』・『
森
林
』
を
テ
ー
マ

森
を
歩
こ
う
・
野
草
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

▽
『
健
康
』・『
癒
し
』
を
テ
ー
マ

リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
体
験
・
真
向
法
体
操
・

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
・
太
極
拳
体
験
・
東
洋

療
法
（
ツ
ボ
）
体
験
・
ヨ
ー
ガ
な
ど

▽
『
工
芸
』・『
創
作
』
を
テ
ー
マ

ち
ぎ
り
絵
・
薬
草
染
め
体
験
な
ど

◆
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
休
館
日　

毎
週
火
曜
日
（
た
だ
し
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）、
年
末
年
始

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

南
飛
騨
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
（

55
‐
０
０
１
０
）

h
ttp
://w
w
w
.d
o
u
jy
o
u
.g
ifu
-n
et.jp

※
飛
騨
川
温
泉
『
し
み
ず
の
湯
』
の
開
館

時
間
は
、
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
30
分
で

す
。（
７
月
・
８
月
の
み
）

�
南
飛
騨
健
康
増
進
セ
ン
タ
�
�　

オ
�
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

◆
日
時　

７
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
ま
で
（
雨
天
決
行
）

◆
場
所　

南
飛
騨
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

（
萩
原
町
四
美
）
※
会
場
周
辺
地
図
参
照

◆
イ
ベ
ン
ト
内
容　

【
見
る
・
聞
く
】
Ｇ
Ｏ
Ｏ
連
帯
ラ
イ
ブ
＆

バ
サ
ラ
踊
り
、
森
の
け
ん
こ
う
コ
ン
サ
ー

ト
、
御
前
太
鼓
・
華
響
太
鼓
・
く
れ
な
い

組
太
鼓
・
下
呂
温
泉
竜
神
太
鼓
な
ど

【
作
る
】
そ
ば
打
ち
・
豆
腐
づ
く
り
・
薬

草
染
め
・
薬
酒
づ
く
り
・
竹
細
工
・
健
康

菓
子
づ
く
り
・
炭
焼
き
・
木
工
体
験
、
ス

ト
ー
ン
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
教
室
な
ど

【
学
ぶ
】
薬
草
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
森
の
仕

事
体
験
、
健
康
講
演
会
な
ど

【
遊
ぶ
・
食
べ
る
】
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、

魚
の
つ
か
み
ど
り
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、

け
ん
こ
う
バ
ザ
ー
ル
な
ど

【
健
康
の
た
め
に
】
真
向
法
・
ツ
ボ
・
太

極
拳
・
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
・
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー
・
ヨ
ー
ガ
・
け
ん
こ
う
温
泉
体
験
、

健
康
・
体
力
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

※
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て
は
、
講
師
の

都
合
な
ど
に
よ
り
、
開
催
さ
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

「
南
飛
騨
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
」

健康体験メニューが盛りだくさん！
(写真は、ちぎり絵体験）

南飛騨健康増進センターの中核施設『健康学習センター』

の前で太極拳体験

会場周辺地図

南飛騨健康増進センター
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　小坂町岩崎の滝上牧場で５月19日、今シーズンの
牛の放牧が始まり、19戸の畜産農家の牛91頭が牧草
地に放たれました。
放牧は、繁殖用雌牛を涼しい夏山に移して健康に

育てるのと、畜産農家の労力軽減のために実施され
ており、今年は下呂市内や高山市、加子母村の畜産
農家 20 戸から放牧の申し込みがありました。

新緑の牧草地に放牧される牛

ほっトピックス

下呂温泉の湯で温まろか～

カンボジアから喜びの便り

　旧萩原町の木製机導入事業により、不用になった
スチールパイプ机とイス 300 セットと、萩原地域の
PTA が地域に呼びかけて集めた衣類を、PTA が中心
となり昨年末、NPOを通じてカンボジアへ発送。机、
イスを切望していたカンボジアのダア小学校に机、
イスが納められたとの連絡がありました。
　手紙には、お礼とともにうれしそうに机を運ぶ子
どもたちの写真が添えられていました。

　下呂民生児童委員協議会（藤村幸夫会長）は５月
25日、独居のお年寄りや高齢者世帯への温泉宅配ボ
ランティアを行いました。
　この温泉宅配は、下呂温泉事業協同組合などの協
力を得て、毎年５月と 12 月に行われています。
　この日は、民生児童委員や地域のボランティア、
社協職員ら約 80 人が、幸田の温泉スタンドから軽ト
ラックなどを使って、約 90世帯に温泉を届けました。
　温泉を届けてもらった小川の今井光枝さん（82 歳）
は「今晩はゆっくり温泉につかって温まりたいです」
と、うれしそうに話していました。

　6 月 4 日、夏焼地内の山林で開催された「森林
教室」で、上原小学校の 6年生 24 人が森林の大切
さや林業について学びました。
　児童らは、講師の地元林業関係者や保護者、市
役所職員などから、間伐の重要性や枝打ちの方法
などについて説明を受けました。
　その後、講師の指導のもとで、高さ 10 ｍほどの
ヒノキの枝をのこぎ
りで切り落としたり、
直径 20 ㎝ほどの太さ
のヒノキの間伐に挑
戦して見事に切り倒
したりしていました。
　参加した児童は「い
つも見慣れた山だけ
ど、知らないことが
いっぱいありました」
と森の雄大さと大切
さを感じていました。

森林の大切さを学ぼう！

温泉を届けてもらった今井光枝さん

枝打ちに挑戦する児童

うれしそうに机を運ぶカンボジアの子どもたち

　旧萩原町の姉妹都市米国フロリダ州ペンサコーラ
市から中学生らの訪問団 11 人が６月 11 日、下呂市
を訪れ、萩原町内でホームステイをしながら、市長
訪問、萩原町内の小中学校などを訪問、児童生徒と
楽しく交流しました。
　また、市内の観光施設や高山観光、茶道、剣舞な
どを体験、日本文化に理解を深めて 19 日帰国しま
した。

下呂は良いとこ。また来たい！

国際交流を深める子どもたち

涼しい夏山はモー最高！

　霊峰御嶽山に夏山シーズン到来を告げる「御嶽山
山開き」が６月15日、御嶽神社飛騨口里宮で行われ、
関係者約50人が神事で安全を祈願しました。
　登山客など約500人が見守る中、山田市長らがテー
プカットを行い、続いて飛騨小坂獅子舞保存会によ
る金蔵獅子が、露払いとして登山道を練り歩いて舞
を奉納しました。

関係者によるテープカット

霊峰御嶽に夏来る！
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高齢者パワー全開！

ほっトピックス

商店街で街角ライブ！

　金山リバーサイドスポーツセンターで５月 13 日、下呂
市老人クラブ連合会結成総会が開催されました。
　同連合会の新会長となった石丸武男さんが「３月１日
に下呂市が誕生し、これによって下呂市老人クラブ連合
会がスタートしました。これを機に会員相互の親睦を深
め団結し、この会がより一層発展することを祈念します」
とあいさつ。午後からは地元金山町老連の人たちによる
催しものが開催され、歌や踊りなどが披露されました。
　６月１日には飛騨川公園で、同連合会主催の春季軽ス
ポーツ大会が開催され、グラウンドゴルフ、ゲートボール、
ペタンクの３種類で約 230 人の参加者が熱戦を繰り広げ
ました。グラウンドゴルフでは萩原Ａチーム、ゲートボー
ルでは下呂長寿会、ペタンクでは下呂白草会が優勝し、
８月に開かれる飛騨地区大会への出場を決めました。

　５月23日、金山町商店街の四つ角公園で「街角ライブ」
が開催されました。このライブは、地元の音楽仲間が中
心となって、５月から 10 月までの毎月第４日曜日の午
後７時 30 分から８時 30 分にかけて行われる予定です。
街角ライブ実行委員長の加藤知広さんは「四つ角周

辺に今までとは違った雰囲気が生まれればと期待して
います」と意気込みを話していました。
《街角ライブ周辺住民の皆さまへ》出演バンドによっ
ては、音量が大きくなることもあります。ご理解のほ
どよろしくお願いいたします。

総会で踊りを披露する参加者（金山リバーサイドスポーツセンター）

気持ちよく演奏する参加者

熱戦が繰り広げられた軽スポーツ大会（飛騨川公園）

ONE DAY CAFÉ OPEN!

　金山町商店街の「よってこ家・本町店」で６月10日、一日限りの喫
茶店『ONE DAY CAFÉ』がオープンし、約150人のお客さんが訪れました。
この店は「子連れでも気兼ねなく安心して入れ、いろんな人と楽

しくおしゃべりができる場所が提供できたら」という思いで、金山地
域の子育て中のお母さんたちが中心となって開店しました。
店内には、不要な添加物を一切使っていない手作りのケーキ・和

菓子・パンなどがズラリとバイキングスタイルで並べられ、奥には子
どもたちが遊べるスペースも設けられました。
出店のリーダー金森亜紀さんは「来ていただいたお客さんは皆『美

味しい！』と言ってくれました。お客さんのアンケートの意見を参考
に、またお店が出せたらと思います」と話してくれました。 大勢のお客さんでにぎわったワンデーカフェ
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暮らしの情報あれこれ

●
「
三
日
里
親
」
を
募
集
し
ま
す

　

三
日
里
親
と
は
、
県
内
の
児
童
養

護
施
設
で
生
活
し
て
い
る
児
童
の
中

で
、
帰
省
時
に
家
庭
の
事
情
な
ど
で

帰
省
で
き
な
い
児
童
を
三
日
間
預
か

っ
て
い
た
だ
き
、
温
か
い
家
庭
の
雰
囲

気
を
体
験
さ
せ
る
た
め
の
事
業
で
す
。

◆
委
託
期
間　

８
月
７
日
（
土
）
〜

９
日
（
月
）

◆
申
し
込
み
方
法　

各
振
興
事
務

所
健
康
福
祉
課
に
「
三
日
里
親
申
込

用
紙
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◆
申
込
期
間　

７
月
１
日
（
木
）
〜

９
日
（
金
）

※
委
託
の
決
定
し
た
里
親
さ
ん
に

は
、
７
月
27
日
（
火
）
ま
で
に
「
児
童

委
託
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

下
呂
市
役
所

福
祉
課
（

52
‐
２
０
０
０
・
内
線

５
１
１
）
ま
た
は
、
飛
騨
子
ど
も
相

談
セ
ン
タ
ー
（

０
５
７
７
‐
３
２
‐

０
５
９
４
）

●
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

【
萩
原
地
域
募
集
住
宅
】

公
営
住
宅

①
上
村
団
地
１
０
２
号
（
Ｓ
63
年
建
設
）

▽
萩
原
町
上
村
１
６
６
９
番
地

▽
耐
火
構
造
４
階
建　

３
Ｋ

▽
住
宅
使
用
料（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

　

２
万
円
〜
３
万
３
２
０
０
円

【
小
坂
地
域
募
集
住
宅
】

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
単
身
用
）

①
無
数
原
団
地
２
０
２
号（
Ｈ
10
年
建
設
）

▽
小
坂
町
無
数
原
５
８
番
地
３

▽
耐
火
構
造
２
階
建　

１
Ｄ
Ｋ

▽
住
宅
使
用
料（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

　

２
万
円
〜
３
万
円

【
下
呂
地
域
募
集
住
宅
】

公
営
住
宅

①
殿
町
住
宅
４
０
１
号
（
Ｓ
50
年
建
設
）

▽
下
呂
市
森
１
６
９
３
番
地
１

▽
耐
火
構
造
４
階
建　

３
Ｋ

▽
住
宅
使
用
料（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

　

１
万
２
９
０
０
円
〜
２
万
１
４
０
０
円

②
塚
田
住
宅
１
０
１
号
（
Ｓ
51
年
建
設
）

▽
下
呂
市
森
２
３
９
番
地
１

▽
耐
火
構
造
５
階
建　

３
Ｋ

▽
住
宅
使
用
料（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

　

１
万
３
１
０
０
円
〜
２
万
１
７
０
０
円

③
森
住
宅
Ｃ
３
０
１
号
（
Ｈ
５
年
建
設
）

▽
下
呂
市
森
１
５
３
９
番
地
１

▽
耐
火
構
造
４
階
建　

２
Ｋ

▽
住
宅
使
用
料（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

　

１
万
２
４
０
０
円
〜
２
万
５
０
０
円

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
世
帯
用
）

①
小
川
住
宅
２
０
１
号
（
Ｈ
５
年
建
設
）

▽
下
呂
市
小
川
６
２
番
地

▽
耐
火
構
造
４
階
建　

２
Ｄ
Ｋ

▽
住
宅
使
用
料（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

　

４
万
３
０
０
０
円
〜
７
万
円

②
小
川
住
宅
４
０
１
号
（
Ｈ
５
年
建
設
）

▽
下
呂
市
小
川
６
２
番
地

▽
耐
火
構
造
４
階
建　

２
Ｄ
Ｋ

▽
住
宅
使
用
料（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

　

４
万
３
０
０
０
円
〜
７
万
円

【
馬
瀬
地
域
募
集
住
宅
】

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
世
帯
用
）

①
青
木
団
地
１
号
（
Ｈ
９
年
建
設
）

▽
馬
瀬
中
切
７
０
５
番
地
１

▽
木
造
２
階
建　

４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▽
住
宅
使
用
料（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

　

３
万
７
０
０
０
円
〜
４
万
５
０
０
０
円

◆
入
居
資
格

①
公
営
住
宅
・
一
般
住
宅

・
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

②
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

・
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

・
月
額
所
得
が
20
万
円
以
上
あ
る
こ
と

◆
申
込
期
限　

７
月
21
日
（
水
）

※
馬
瀬
青
木
団
地
は
、
５
月
か
ら
募

集
し
て
い
る
た
め
入
居
者
が
決
定
し

だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

◆
入
居
者
の
決
定
方
法

　

応
募
者
の
入
居
資
格
を
確
認
後
決

定
し
ま
す
。
な
お
、
資
格
の
あ
る
応

募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、

選
考
委
員
会
と
抽
選
に
よ
り
決
定

◆
敷
金　

住
宅
使
用
料
の
３
カ
月
分

◆
必
要
な
書
類

・
住
宅
申
込
書

・
誓
約
書
（
下
呂
市
役
所
都
市
建
設

部
建
設
課
お
よ
び
各
振
興
事
務
所
基

盤
整
備
課
に
あ
り
ま
す
）

・
入
居
予
定
者
の
住
民
票

・
納
税
証
明
書
、
所
得
を
証
す
る
書
類

◆
そ
の
他
の
事
項

・
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

・
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
で
き
ま
せ
ん

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

下
呂
市
都
市
建
設
部
建
設
課
・

住
宅
係
（

24
‐
２
２
２
２
・
内
線

２
２
２
）
お
よ
び
各
振
興
事
務
所
基

盤
整
備
課

●
自
衛
官
募
集

①
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）　

▽
受
付　

９
月
６
日
〜
８
日

▽
試
験　

９
月
25
・
26
日

②
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）　

▽
受
付　

９
月
10
日
〜
10
月
１
日

▽
試
験　

１
次
…
11
月
13
・
14
日
、

２
次
…
12
月
14
〜
17
日

③
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

▽
受
付　

９
月
10
日
〜
10
月
１
日

▽
試
験　

１
次
…
11
月
６
・
７
日
、

２
次
…
12
月
８
〜
10
日

④
航
空
学
生

▽
受
付　

８
月
２
日
〜
９
月
８
日

▽
試
験　

１
次
…
９
月
23
日
、
２
次

…
10
月
16
〜
21
日
、
３
次
…
11
月
14

〜
12
月
10
日

⑤
看
護
学
生　

▽
受
付　

９
月
10
日
〜
10
月
１
日

▽
試
験　

１
次
…
10
月
17
日
、
２
次

…
11
月
19
・
20
日

⑥
一
般
曹
候
補
学
生　

▽
受
付　

８
月
２
日
〜
９
月
８
日

▽
試
験　

１
次
…
９
月
18
日
、
２
次

…
10
月
９
〜
15
日

⑦
曹
候
補
士　

▽
受
付　

８
月
２
日
〜
９
月
８
日

▽
試
験　

１
次
…
９
月
18
日
、
２
次

…
10
月
９
〜
15
日

⑧
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

▽
受
付　

通
年
で
行
っ
て
い
ま
す

▽
試
験　

受
付
時
に
お
知
ら
せ

⑨
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
女
子
）

▽
受
付　

８
月
２
日
〜
９
月
８
日

▽
試
験　

９
月
26
・
27
日

⑩
自
衛
隊
生
徒　

▽
受
付　

11
月
１
日
〜
平
成
17
年
１

月
11
日

▽
試
験　

１
次
…
平
成
17
年
１
月
15

日
、
２
次
…
１
月
28
〜
31
日

⑪
予
備
自
衛
官
補　

▽
受
付　

①
平
成
17
年
１
月
13
日
〜

４
月
９
日
、
②
７
月
20
〜
10
月
15
日
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暮らしの情報あれこれ

▽
試
験　

①
平
成
17
年
４
月
17
〜

19
日
、
②
10
月
23
〜
25
日

◆
資
格

①
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
（
学

校
長
の
推
薦
）

②
③
④
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

⑤
高
卒
（
見
込
含
）
24
歳
未
満

⑥
18
歳
以
上
24
歳
未
満

⑦
⑧
⑨
18
歳
以
上
27
歳
未
満

⑩
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
男
子

⑪
18
歳
以
上
34
歳
未
満

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
岐
阜
地
方
連
絡
部
高
山

出
張
所
（

０
５
７
７
‐
３
２
‐

３
０
２
８
）

●
『
ジ
ュ
ニ
ア
生
き
生
き
箏こ

と

教
室
』

参
加
者
募
集
（
文
化
庁
委
嘱
事
業
）

◆
対
象　

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒

◆
期
間　

８
月
か
ら
７
カ
月
間
（
市

内
で
土
曜
日
に
10
回
実
施
）

※
日
時
・
会
場
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

◆
内
容　

箏
の
扱
い
方
や
作
法
、
演

奏
・
合
奏
な
ど
を
指
導
し
ま
す

◆
申
し
込
み
方
法　

各
学
校
を
通
じ

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

◆
受
講
料　

無
料
（
演
奏
に
必
要
な

楽
器
な
ど
は
準
備
し
ま
す
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

岐
阜
県
飛
騨

美
濃
三
曲
会
事
務
局
・
安
江
眞
砂
子

（

25
‐
３
７
３
１
）

●
７
月
の
市
税

◆
固

定

資

産

税　

２
期
分

◆
国
民
健
康
保
険
税　

７
月
分

●
平
成
16
年
全
国
消
費
実
態
調

査
に
ご
協
力
を

　

下
呂
市
で
は
、
９
〜
11
月
ま
で
の

３
カ
月
間
、
全
国
消
費
実
態
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
家
計
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
５
年

ご
と
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
調
査

員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
部
総
合

政
策
課
（

52
‐
２
０
０
０
）

●
子
育
て
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
『
小
坂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
』
で

は
、
子
ど
も
が
育
つ
大
切
な
環
境
を

み
ん
な
で
支
え
合
え
る
よ
う
、
子
育

て
相
談
窓
口
の
設
置
や
情
報
発
信
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
設
置
場
所　

小
坂
健
康
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
小
坂
町
大
島
）

◆
開
設
日　

毎
週
月
・
水
・
木
曜
日（
祝

日
は
休
み
）

◆
開
設
時
間　

午
前
９
時
〜
12
時

◆
ス
タ
ッ
フ　

小
坂
子
育
て
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー　

１
名

◆
電
話
受
付　


62
‐
５
０
３
８

◆
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
24
時
間
）

　

kosod
ate@
coral.ocn.n

e.jp

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

小
坂
健
康
福

祉
課
（

62
‐
２
９
４
０
）

●
７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
〞
強
調
月
間
で
す

　
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

●
照
会
回
答
書
に
よ
る
印
鑑
登

録
の
登
録
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

第
三
者
の
な
り
す
ま
し
な
ど
に
よ

る
不
正
な
印
鑑
登
録
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
照
会
回
答
書
に
あ
わ
せ
、
窓

口
で
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
・
年

金
証
書
な
ど
身
分
証
明
書
の
代
わ
り

に
な
る
書
類
の
提
示
を
お
願
い
し
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
、
口
頭
で
質
問
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
人
登
録
の
際
も
、
同

様
に
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

自
身
の
身
分
証
明
と
な
る
書
類
を
登

録
に
お
越
し
に
な
っ
た
際
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

《
照
会
回
答
書
に
よ
る
登
録
》

１
．
本
人
申
請

①
市
民
課
か
ら
申
請
人
に
対
し
て
送

付
し
た
回
答
書
（
自
分
の
意
志
で
申

請
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
）
※
必
ず

申
請
人
ご
本
人
が
書
い
て
く
だ
さ
い
。

②
登
録
印
鑑

③
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

２
．
代
理
人
申
請

①
〜
②

④
代
理
権
授
与
通
知
書
（
申
請
者
が

誰
に
対
し
て
印
鑑
登
録
を
委
任
す
る
か

を
書
い
た
も
の
。
回
答
書
と
切
り
離
さ

な
い
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）
※
必
ず

申
請
人
ご
本
人
が
書
い
て
く
だ
さ
い
。

⑤
代
理
人
の
印
鑑
（
認
印
で
可
）

⑥
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
市

民
係
（

24
‐
２
２
２
２
・
内
線

２
９
６
、４
１
７
）

●
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
の

利
用
受
付
開
始　

　

９
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
さ
わ
や

か
ナ
ー
シ
ン
グ
下
呂
」
の
施
設
利
用

希
望
者
の
受
け
付
け
を
７
月
１
日
か

ら
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
、
あ
さ
ぎ
り
・
か
な
や
ま
サ

ニ
ー
ラ
ン
ド
に
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い

る
方
で
、「
さ
わ
や
か
ナ
ー
シ
ン
グ
下

呂
」
に
入
所
希
望
さ
れ
る
方
も
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
　
　

　
　

入
所
介
護　
　

定
員
80
人

　
　

短
期
入
所　
　

定
員
20
人

◆
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
　

通
所
介
護　
　

１
日
30
人

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

ケ
ア
ハ
ウ
ス

下
呂
温
泉
（

23
‐
１
５
１
１
）

●
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
！

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
使
わ

れ
ま
す
。

◆
発
売
期
間　

７
月
12
日
（
月
）
〜

30
日
（
金
）

　
●
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

◆
実
施
期
間　

７
月
11
日
（
日
）
〜

20
日
（
火
）

◆
ス
ロ
ー
ガ
ン　
『
ゆ
ず
り
あ
う　

心

で　

夏
の
交
通
事
故
防
止
』　

◆７月12日（月）㈱ハウテック＜少ケ野＞

午前10時～午後１時

◆７月12日（月）下呂看護専門学校＜幸田＞

午後２時30分～午後４時30分

◆７月21日（水）小坂健康ふれあいセンター

午後１時30分～午後４時

◆７月22日（木）下呂市役所萩原庁舎

午前９時～午後１時、午後２時～午後４時30分

◆７月23日（金）下呂市役所下呂庁舎

午前９時～正午、午後１時～午後４時

愛の献血にご協力を！
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読者のページ・休日診療

吹
奏
楽
団
員
募
集
中
!!

　

p
o
co
 a p
o
co

は
、
２
年
前
に
結

成
さ
れ
た
吹
奏
楽
団
で
、
メ
ン
バ
ー

の
中
心
は
下
呂
市
民
で
す
。

　

p
o
co
 a p
o
co
 

（
ポ
コ
・
ア
・
ポ
コ
）

と
は
、「
少
し
ず
つ
」、「
だ
ん
だ
ん
」

と
言
う
意
味
で
、
ゆ
っ
く
り
で
も
だ

ん
だ
ん
う
ま
く
な
ろ
う
、
少
し
ず
つ

メ
ン
バ
ー
が
増
え
、
少
し
ず
つ
レ
パ

ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
、
活
動
の
場
や

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
と
の
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

楽
器
は
持
っ
て
い
る
け
ど
吹
く
機

会
が
な
い
方
や
、
も
う
一
度
楽
器
を

演
奏
し
た
い
方
、
ぜ
ひ
私
た
ち
と
一

緒
に
演
奏
し
ま
せ
ん
か
？

　

ま
ず
は
、
楽
器
を
持
っ
て
気
軽
に

見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
練
習
日　

毎
週
土
曜
日

◆
練
習
時
間　

午
後
６
時
か
ら
10
時

ま
で
（
会
場
の
都
合
に
よ
り
変
更
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

◆
練
習
会
場　

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

（
金
山
町
菅
田
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

福
井
さ
ん
（


０
９
０
‐
９
９
０
８

‐
６
３
４
１
）

※
見
学
希
望
の
方
は
、
事
前
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

少
年
野
球
で
優
勝
・
準
優
勝
!!

　

第
24
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
飛

騨
大
会
が
５
月
22
・
23
日
、
国
府
町

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
飛
騨
４

地
区
の
代
表
８
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
熱
戦
を

繰
り
広
げ
、
金
山

ク
ラ
ブ
が
優
勝
、

萩
原
ク
ラ
ブ
が

準
優
勝
し
ま
し

た
。
２
チ
ー
ム

は
飛
騨
地
区
代

表
と
し
て
、
６

月
19
日
か
ら
土

岐
市
で
行
わ
れ

た
県
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
サ
ー
ク
ル
紹
介
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
企
画
部
総
合
政
策
課

広
報
係
（

52
‐
2
０
０
０
）
ま
で

優勝した金山クラブ

　下呂市内において休日（日曜日、祝日、年末年始の休日）に急病患者が発生し、かかりつけの医師が不在の

場合は、下記の休日在宅医にお問い合わせください。

●一時留守になる場合があります。電話で在宅かどうか確認してからお出かけください。

●この制度は急病患者のために設けられたものです。平常から継続して治療を受けている人はご遠慮ください。

月　日 北　部　地　区 南　部　地　区

７月４日 藤 岡 医 院 52-3033 黒 木 医 院 24-1303

７月11日 田 中 内 科 ク リ ニ ッ ク 53-0088 福 井 医 院 32-2151

７月18日 二 村 医 院 52-1001 近 藤 医 院 25-4428

７月19日 大 塚 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 52-3387 中 原 診 療 所 28-2004

７月25日 馬 瀬 診 療 所 47-2152 阿 部 医 院 32-2025

８月１日 中 田 医 院 52-1022 小 池 医 院 25-6688

８月８日 小 坂 診 療 所 62-2212 大 船 渡 医 院 32-2850

８月15日 藤 岡 医 院 52-3033 黒 木 医 院 24-1303

８月22日 田 中 内 科 ク リ ニ ッ ク 53-0088 加 藤 診 療 所 33-2013

８月29日 二 村 医 院 52-1001 花 田 医 院 26-2036




